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ＺＥＮ１５０１Ｆ

ＡＲＭ用メモリコントロールＩＣ

１．概 要
は、ＡＲＭ 用メモリコントロールＩＣです。ＡＲＭはＲＩＳＣ型３２ビットＣＺＥＮ１５０１Ｆ ＊１

ＰＵです。このＣＰＵをコアにしてＭＭＵとキャッシュメモリをまとめて、１チップにしたＡＳＳＰ
がＡＲＭ６１０／７１０ａです。

ＡＲＭ６１０／７１０ａのメモリインタフェースはタイミング信号がないため、ＣＰＵのメモリ要
求ステータス信号を元に外部でメモリ制御を行う必要があります。

はＡＲＭ６１０／７１０ａのメモリ制御を行って、ＤＲＡＭ、ＲＯＭ、ＳＲＡＭＺＥＮ１５０１Ｆ
およびＩ／Ｏを直接接続できるようにします。ＣＰＵの動作クロックと各メモリの速度にあわせて、
ＷＡＩＴ数の調整も可能です。

ＤＲＡＭは最大２５６Ｍバイトまでの制御が可能で、リフレッシュも行います。ＩＰＬとして使わ
れるＲＯＭのために６４Ｋバイト単位で設定可能なアドレスデコード回路を内蔵し、ベクタ領域から
切り放しもできます。Ｉ／Ｏページやその他のメモリのマッピングを行う設定可能なアドレスデコー
ダを４個持っています。それぞれ６４Ｋバイト単位で４Ｇバイトの空間に配置できます。

６つのマッピングブロック単位でＷＡＩＴ数の設定が可能です。

内部レジスタのアドレスも再配置可能です。

この他、８チャンネルの割り込み入力を持っていて、割り込みレベル、エッジ選択、使用許可をチ
ャンネル単位で設定できます。

メモリ制御機能の他に通信機能を内蔵しています。ＵＡＲＴ（８２Ｃ５０相当）を１ｃｈ内蔵して
おり、ＩｒＤＡ等に対応することができます。

ＡＲＭについて（＊１）

英国Advanced RISC Machines Ltd.開発の小型、低消費電力、高性能、低価格を特徴とするＲＩＳＣ型マイクロプロセッ

サです。

国内外十数社がライセンス導入しており、国内ではシャープ、旭化成マイクロシステムズ、ＮＥＣ、沖電気、ヤマハ、

ロームなどです。（１９９６年１１月現在）

ＡＲＭ６１０、７１０aとしては、現在国内ではシャープ社のＬＨ７４６１０、ＬＨ７７７１０Ａ、ＶＴＩ社のＶＹ８６

Ｃ６１０、ＶＹ８６Ｃ７１０Ａなどが入手可能です。

本製品はシャープ社のＬＨ７４６１０、ＬＨ７７７１０Ａについて動作確認を行っております。
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

２．機 能

・ＡＲＭ６１０／７１０ａのメモリ制御を１チップで可能。

・ＤＲＡＭ制御
１Ｍバイト～２５６Ｍバイト
最大４バンク
４Ｍ、１６Ｍ、６４ＭのＤＲＡＭを直接接続可能
ＳＩＭＭの使用も可能
リフレッシュタイマー内蔵
セルフリフレッシュ（ＣＡＳビフォアＲＡＳリフレッシュ）
ＷＡＩＴ数の設定可能

・ＰＲＯＭ制御
６４Ｋバイト単位でアドレスマッピング可能
リセット時ベクターページに配置
ＷＡＩＴ数の設定可能
８ビット、１６ビットＲＯＭの使用も可能

・マッピング制御
４ブロック
最小ブロックは６４Ｋバイト
ＷＡＩＴ数の設定可能（ブロック単位）

・内部レジスタ制御
再配置可能

・割り込み制御
マスカブル割り込み ８ｃｈ
割り込みレベル、エッジを個別設定可能
割り込み未使用時、入力ポートとして使用可能
ＵＡＲＴ割り込み使用可能
高速割り込み １ｃｈ

・ユーティリティ
インターバルタイマー １ｃｈ （割り込み割り当て可能）
ＷＤＴ
入出力ポート ８ビット

＊１ＲＯＭインサーキットデバッガ用信号出力
・ＵＡＲＴ １ｃｈ（８２Ｃ５０相当）
・ＣＭＯＳ プロセス
・＋５Ｖ単一電源
・１７６ピン ＴＱＦＰパッケージ

京都マイクロコンピュータ製 PARTNER-ET Model-30(*1)
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

３．端子配置

(Z1501G97)ZENIC Inc.

端子配置図
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

４．ブロック図
A16-A31

A2 ～ A31 MAP0～MAP3
ROMED0-D15 マッピング

D0 ～ D15 ROMRDコントロール

BSIZE,B8/16 SCK

アドレスA2-A23
LA2 ～ LA23ラッチ

パラメータD0-D15 内部
PORT0 ～ PORT7レジスタ

SIN
SOUT
RTS,DTR
CTS,DSR,DCD,RIUART

TRCK RESO,TIMOUTプリスケーラ

タイマー

RA0 ～ RA11WDT
WDRAM
RAS0 ～ RAS3ｺﾝﾄﾛｰﾙ
CAS0 ～ CAS3

MREQ
R/W
B/W RDステート

A0 WRコントロール アクセス

A1 STBタイミング

ES R/W

WAIT BS0 ～ BS3
ABORT ACK

IRQ INT0 ～ INT7インタラプト

FIQ NMIコントロール

MCLK (ROMｲﾝｻｰｷｯﾄ
RESET ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ信号)
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

５．ピン名称と機能

ピン名称 番号 入出力 機 能

135～112, 入力 アドレスバス入力です。A2 ～ A31
109～104 ＣＰＵのアドレスバスに接続します。

153～146, 入出力 本ＬＳＩの内部レジスタをアクセスする為のデータバスです。D0 ～ D15
144～137 ＣＰＵのデータバス下位１６ビットに接続します。

159 入力 ＣＰＵのメモリサイクルの区間を示す信号です。MREQ
ＣＰＵのMREQに接続します。

160 入力 ＣＰＵのメモリサイクルがREADかWRITEかを示します。R/W
READ時にLowとなり、WRITE時にHighになります。
ＣＰＵのR/Wに接続します。

161 入力 ＣＰＵのメモリサイクルのアクセスサイズを示します。B/W
Byteアクセス時にLowとなり、Word時にHighとなります。
ＣＰＵのB/Wに接続します。

168, 入力 ＣＰＵのA0、A1に接続します。また、エンディアンはESで指定A0
167, します。ES=LowでＬＥ、ES=HighでＢＥになります。A1
166ES

162 出力 高速割り込み要求信号です。FIQ
ＣＰＵのFIQに接続します。

163 出力 割り込み要求信号です。INT0～INT7の割り込み要求をまとめてIRQ
ＣＰＵに割り込みの要求を出力します。
ＣＰＵのIRQに接続します。

158 出力 ＣＰＵのメモリサイクルを休止させるための信号です。WAIT
各メモリサイクルの速度に合わせて出力し、ＣＰＵのサイクル
を休止させます。
ＣＰＵのWAITに接続します。

136 入力 ハンドシェークタイプのバスサイクルを設定したメモリマップACK
からの応答に使用します。

164 出力 ハンドシェークタイプのバスサイクルを設定したメモリマップABORT
で、ACK信号の応答がない場合および未定義領域にアクセス
した場合にABORT信号を出力することができます。
ＣＰＵのABORTに接続します。

156 入力 ＣＰＵのメモリサイクルのタイミングクロックです。本ＬＳＩMCLK
は、このMCLKに同期して動作します。
ＣＰＵのMCLKと同じクロックに接続してください。

103～96 入出力 汎用入出力ポートです。各ビット毎に入力、出力の切り替えがPORT0 ～
できます。PORT7

173 出力 RESETがLowかウォッチ・ドッグ・タイマーがタイム・アウトRESO
になるとLowを出力します。
本ＬＳＩ初期化のために外部入力RESETがHighになってから
最大４クロック遅れてHighが出力されます。
ＣＰＵのRESETに接続してください。
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

ピン名称 番号 入出力 機 能

171 出力 一定時間の間隔で出力する信号です。間隔はプログラマブルでTIMOUT
す。

21～14, 出力 ＤＲＡＭ用のアドレス出力信号です。RA0 ～ RA11
12～9

27～24 出力 ＤＲＡＭのＲＡＳ信号です。３２ビット幅のメモリバンク４つRAS0 ～ RAS3
を選択します。

31～28 出力 ＤＲＡＭのＣＡＳ信号です。バイト単位の選択に使用します。CAS0 ～ CAS3
CAS0はD0～D7、CAS1はD8～D15、CAS2はD16～D23、CAS3はD24～
D31に対応します。

8 出力 ＤＲＡＭのＷ信号です。READ、WRITEの切り替えを行います。W

82～77, 出力 ラッチアドレス信号です。ＣＰＵのアドレス信号をラッチしてLA2 ～ LA23
75～68, バスサイクルの最後まで保持しています。
65～58

83 出力 メモリやＩ／Ｏの読み出しストローブ信号です。RD
ROME、MAP0～MAP3で選択されるデバイスのRD、OEなどに接続し
ます。

84 出力 メモリやＩ／Ｏの書き込みストローブ信号です。WR
ROME、MAP0～MAP3で選択されるデバイスのWR、WEなどに接続し
ます。

89 出力 メモリやＩ／Ｏのデータストローブ信号です。STB
RD、WRのストローブに分かれていないタイプのデバイスの接続
に使用します。

90 出力 メモリやＩ／Ｏのリード／ライト識別信号です。R/W
データストローブ発生時のデータの方向を指定します。
リード時はHigh、ライト時はLowとなります。

94～91 出力 バイトアクセス時にバイト単位でWR信号を生成するための、BS0 ～ BS3
バイト識別信号です。
BS0はD0～D7、BS1はD8～D15、BS2はD16～D23、BS3はD24～D31
に対応してLowになります。
ワードアクセス時にはすべてLowになります。
バスサイジング機能を使用する際は、BS0,BS1はＲＯＭの
アドレスになります。
ＢＳ０：８ビット、１６ビット共アドレスの最下位ビット。

アドレス０
ＢＳ１：８ビットＲＯＭ使用時アドレス１。
また、BS0,BS1はリード時は本ＬＳＩが自動的に値を発生しま
すが、ライト時は内部レジスタ（ＡＤＲＲ）で設定した値が
出力されます。
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

ピン名称 番号 入出力 機 能

51 出力 ＩＰＬ用のＲＯＭのチップセレクト信号です。ROME
ＲＯＭのCE信号に接続します。

88 出力 ＲＯＭのチップセレクトとリード信号のＡＮＤ出力です。ROMRD
バスサイジング時のシフトレジスタの出力イネーブルに
接続します。

55 入力 バスサイジング機能を使用する場合にこの信号をHighにBSIZE
使用しない場合には、Lowにします。

172 入力 バスサイジング機能を使用する場合はＲＯＭのデータ幅を指定B8/16
します。
０：１６ビットＲＯＭ使用時
１： ８ビットＲＯＭ使用時

86 出力 バスサイジング機能使用時に、データをシフトするためのSCLK
クロックです。

44～41 出力 ＳＲＡＭ、Ｉ／Ｏなどのデバイスの選択信号です。MAP0 ～ MAP3
４つのマッピングブロックを指定できます。それぞれに、
アドレス配置、容量、サイクル速度、ハンドシェークの有無を
指定できます。
各デバイスのCE信号か、下位のアドレスデコーダのENB信号に
接続します。

39～32 入力 ８本の割り込み入力です。８本の割り込みはＬＳＩ内でＯＲさINT0 ～ INT7
れIRQ信号としてＣＰＵに割り込み要求を行います。
８本の割り込みはそれぞれレベル、エッジの設定ができます。
使用しないビットはマスク処理できます。
割り込み無効のビットは、入力ポートとしても使用できます。

45 入力 高速割り込みFIQに接続されます。ＲＯＭインサーキットデバNMI
ッガ使用時、信号は切り替え処理されます。

46 入力 ＲＯＭインサーキットデバッガからのブレーク信号です。INMIO
ICEMODE入力がLowの時にＣＰＵへFIQを発生します。
ICEMODE入力がHighの時は無視します。

47 出力 ＲＯＭインサーキットデバッガへユーザーのNMI(FIQ)を出力しINMII
ます。

48 出力 ＲＯＭインサーキットデバッガへメモリアクセスタイミングをRDG
知らせる信号です。

49 出力 ＲＯＭインサーキットデバッガへメモリサイクルタイミングをTCK
知らせる信号です。

50 入力 ＲＯＭインサーキットデバッガの接続をこのＬＳＩに知らせるICEMODE
信号です。
ＲＯＭインサーキットデバッガを接続しない時はHighにしてく
ださい。
LowでＲＯＭインサーキットデバッガよりのブレーク信号を有
効にします。
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

ピン名称 番号 入出力 機 能

175 入力 ＵＡＲＴ用のシリアル・データ入力信号です。接続された通信SIN
デバイスから入力します。

176 出力 ＵＡＲＴ用のシリアル・データ出力です。接続された通信デバSOUT
イスに出力します。

1 出力 モデムにデータ受信が可能であることを示すための制御信号でRTS
す。

2 出力 モデムにデータを送信することが可能であることを示すためのDTR
制御信号です。

3 入力 モデムのステータスで、クリア・トゥ・センド信号です。オーCTS
トＣＴＳモードで送信をコントロールするのに使用されます。
モデムステータスレジスタのビット４を読み出す事によって、
状態を確認する事ができます。

4 入力 モデムのステータスで、データ・ターミナル・レディ信号でDSR
す。モデムステータスレジスタのビット５を読み出す事によっ
て、状態を確認する事ができます。

5 入力 モデムのステータスで、データ・キャリア・ディテクト信号でDCD
す。モデムステータスインタラプトが許可されている場合に
DCD信号のレベル変化でインタラプトが発生します。
モデムステータスレジスタのビット７を読み出す事によって、
状態を確認する事ができます。

6 入力 モデムのステータスで、リング・インディケータ信号です。モRI
デムステータスレジスタのビット６を読み出す事によって、状
態を確認する事が可能です。

7 入力 シリアル通信用のクロック入力です。通信用のクロックは内部TRCK
のプリスケーラを使用するか、このＴＲＣＫを使用するかの
選択ができます。

170 入力 システムリセット入力です。RESET

54～52, 入力 ＬＳＩテスト用入力信号です。TEST0～2
56 Lowに固定して下さい。TESTZ

23,66,87, 電源端子（＋５Ｖ）Vcc
110,154, すべての端子をＶｃｃに接続してください。
157,169

13,22,40, ＧＮＤ端子（０Ｖ）GND
57,67,76, すべての端子をＧＮＤに接続してください。
85,95,
111,145,
155,165,
174
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ＺＥＮ１５０１Ｆ

６．動作説明

６－１．内部レジスタ

内部レジスタは、アドレスマッピングの指定や、動作タイミングと時間間隔を設定する為のレジス
タです。このレジスタの配置アドレスは、リセット直後は規定のアドレスに配置されますが、他のメ
モリなどと同様にマッピング指定が可能で再配置できます。
また、内部レジスタは最大で１６ビット幅ですので、ＣＰＵのデータバス下位１６ビットに配置し

ます。内部レジスタへのアクセスはすべてワードで行って下さい。

アドレス RD 名称 機 能 ビット割り当て
初期値 WR F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

FFFF 0000 RW MPR0 マップ(MAP0)アドレス設定 アドレス指定(A31-A16)

FFFF 0004 RW MPR1 マップ(MAP1)アドレス設定 アドレス指定(A31-A16)

FFFF 0008 RW MPR2 マップ(MAP2)アドレス設定 アドレス指定(A31-A16)

FFFF 000C RW MPR3 マップ(MAP3)アドレス設定 アドレス指定(A31-A16)

FFFF 0010 RW MPR4 ＤＲＡＭ(RAS0)アドレス設定 アドレス指定(A31-A20)

FFFF 0014 RW MPR5 ＤＲＡＭ(RAS1)アドレス設定 アドレス指定(A31-A20)

FFFF 0018 RW MPR6 ＤＲＡＭ(RAS2)アドレス設定 アドレス指定(A31-A20)

FFFF 001C RW MPR7 ＤＲＡＭ(RAS3)アドレス設定 アドレス指定(A31-A20)

FFFF 0020 RW MPR8 ＲＯＭ(ROME)アドレス設定 アドレス指定(A31-A16)

FFFF 0024 RW MSK0 アドレスのマスク設定０ MAP3 MAP2 MAP1 MAP0

FFFF 0028 RW MSK1 アドレスのマスク設定１ RAS3 RAS2 RAS1 RAS0

FFFF 002C RW MSK2 アドレスのマスク設定２ ROME

FFFF 0030 RW IRMH レジスタ(IREG)アドレス設定Ｈ アドレス指定(A31-A16)

FFFF 0034 RW IRML レジスタ(IREG)アドレス設定Ｌ ｱﾄﾞﾚｽ(A15-A8)

FFFF 0038 RW WTR0 アクセスサイクル数設定０ MAP3 MAP2 MAP1 MAP0

FFFF 003C RW WTR1 アクセスサイクル数設定１ ROME REFW PCW DRAMW

FFFF 0040 RW REFT リフレッシュタイマー設定 分周比(10bit)

FFFF 0044 RW PRDV0 タイマー用プリスケーラ設定 分周比(10bit)

FFFF 0048 RW PRDV1 ＵＡＲＴ用プリスケーラ設定 分周比

FFFF 004C RW WDTR ＷＤＴ設定 分周比(16bit)

FFFF 0050 RW CDEV タイマー設定 分周比(16bit)

FFFF 0054 RW ABT アボートタイマー設定 分周比(16bit)

FFFF 0058 RW TIMR インターバルタイマー設定 分周比(16bit)

FFFF 005C RW ITR0 割り込み制御設定０ 7 6 5 4 3 2 1 0

FFFF 0060 RW ITR1 割り込み制御設定１ モニター 許可

FFFF 0064 RW ITR2 割り込み制御設定２ 許可

FFFF 0068 RO ISTS 割り込みステータス 0 0 0 0 0 0 ステータス
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アドレス RD 名称 機 能 ビット割り当て
初期値 WR F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

FFFF 006C WO IRST 割り込みリセット ﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ

FFFF 0070 RW PIOD 入出力ポートデータ データ

FFFF 0074 RW PIOC 入出力ポート制御 設定

設定FFFF 0078 RW ADRR ＲＯＭアドレス出力

FFFF 007C － － リザーブ 設定禁止

FFFF 0080 RO RBR ＵＡＲＴ受信バッファデータ データ

*1 WO THR ＵＡＲＴ送信ホールドデータ データ

RW DLL ＵＡＲＴ通信ボーレート設定 設定(ＬＳＢ)

FFFF 0084 RW IER ＵＡＲＴ割り込み制御設定 設定

*1 RW DLM ＵＡＲＴ通信ボーレート設定 設定(ＭＳＢ)

FFFF 0088 RO IIR ＵＡＲＴ割り込みステータス ステータス

FFFF 008C RW LCR ＵＡＲＴライン制御設定 設定

FFFF 0090 RW MCR ＵＡＲＴモデム制御設定 設定

FFFF 0094 RO LSR ＵＡＲＴラインステータス ステータス

FFFF 0098 RO MSR ＵＡＲＴモデムステータス ステータス

FFFF 009C RW SCR ＵＡＲＴ汎用レジスタ データ

FFFF 00A0 RW WDE0 ＷＤＴ設定０ 設定

FFFF 00A4 WO WDE1 ＷＤＴ設定１ 設定

FFFF 00A8 WO WDRS ＷＤＴリセット RESET ｺﾏﾝﾄﾞ

FFFF 00AC RW CTRL0 ＬＳＩ制御レジスタ０ 設定

FFFF 00B0 RW CTRL1 ＬＳＩ制御レジスタ１ 設定

FFFF 00B4 RO STAT ＬＳＩステータス ステータス

FFFF 00B8
－ － リザーブ 設定禁止

～

FFFF 00FE

FFFF 00FC RO VERS ＬＳＩ・ＩＤ ID & VERSION

表６－１ 内部レジスタマップ

*1のアドレスでアクセスされるレジスタは、リード／ライトとＬＣＲレジスタのビット７で選択さ
れます。 詳細は、 を参照願います。６－１５．ＵＡＲＴレジスタ説明
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６－２．メモリ配置設定

４つのメモリブロック（Ｉ／Ｏを含む）をＭＡＰ０～ＭＡＰ３の領域で設定できます。この領域は
最小で６４ｋバイト単位でアクセス可能です。また、ＣＰＵの管理可能な４Ｇバイトの全メモリに割
り当てが可能です。この領域はＭＰＲ０～３のレジスタとＭＳＫ０のレジスタで設定します。

この領域を決定するアドレス(A31～A16)の指定をＭＰＲ０～３で行い、この有効範囲をＭＳＫ０で
設定します。ＭＳＫ０は各領域毎に４ビットでデコード範囲を設定します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＭＳＫ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:24)

ＭＡＰ０
ＭＡＰ１
ＭＡＰ２
ＭＡＰ３

図６－１ ＭＳＫ０レジスタのビット割当

有効アドレス指定
設定 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1

1 0 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 9 8 7 6

０ 0 0 0 0
１ 0 0 0 1 デコード有効
２ 0 0 1 0
３ 0 0 1 1
４ 0 1 0 0
５ 0 1 0 1
６ 0 1 1 0
７ 0 1 1 1
８ 1 0 0 0
９ 1 0 0 1
10 1 0 1 0
11 1 0 1 1 デコード無効
12 1 1 0 0
13 1 1 0 1
14 1 1 1 0
15 1 1 1 1

図６－２ ＭＡＰのアドレスデコード有効範囲設定

(Z1501G97)ZENIC Inc.

www.DataSheet4U.com



- 12 -

ＺＥＮ１５０１Ｆ

デコードアドレスの指定はＭＰＲ０～３で行います。ＭＳＫ０で設定した無効部分は何を指定して
も構いません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

A31 A30 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 ＭＰＲ０～３
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:00 0C)～

デコードアドレス
図６－３ ＭＡＰのデコードアドレス指定

この設定はＭＡＰ０～３で各ＭＡＰ毎に同じように設定できます。

この指定は後述のＬＳＩ制御レジスタ０（ＣＴＲＬ０）のＭＡＰ許可フラグを有効にすることによ
り、出力ピン（ＭＡＰ０～ＭＡＰ３）が各領域のイネーブル信号として使用可能になります。

６－３．ＲＯＭ領域指定
ＲＯＭ領域も前述のメモリ領域と同じように指定ができます。設定の方法も同じですが、リセット

後にファーストページ（ベクター領域）がＲＯＭ領域として割り当てられます。ここで指定された領
域とこのファーストベージ領域(0000 0000 ～ 0000 FFFF)がＲＯＭ領域となります。この領域は重な
っても構いません。この２つの領域の有効／無効の設定はそれぞれＬＳＩ制御レジスタ０（ＣＴＲＬ
０）で行います。リセット時はファーストページ領域は許可になっています。

アドレスデコードの有効範囲を設定するレジスタはＭＳＫ２です。設定する値による有効範囲は
図６－２と同じです。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＭＳＫ２
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:2C)

ＲＯＭ
Reserved

図６－４ ＭＳＫ２レジスタのビット割当

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

A31 A30 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 ＭＰＲ８
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:20)

デコードアドレス
図６－５ ＲＯＭのデコードアドレス指定
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６－４．ＤＲＡＭ領域指定

ＤＲＡＭは４つの領域（バンク）に分割されています。このバンク毎にアドレスデコード設定がで
きます。従って、異なったサイズのＳＩＭＭを使用することができます。

この領域はＭＰＲ４～ＭＰＲ７のレジスタとＭＳＫ１のレジスタで指定します。ＤＲＡＭは前述の
メモリやＲＯＭと異なって、最小領域は１Ｍバイトとなります。アドレスデコード有効領域の指定は
ＭＳＫ１で行いますが、設定を０～３とした場合は設定４と同じになります。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＭＳＫ１
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:28)

ＲＡＳ０
ＲＡＳ１
ＲＡＳ２
ＲＡＳ３

図６－６ ＭＳＫ１レジスタのビット割当

有効アドレス指定
設定 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1

1 0 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 9 8 7 6

０ 0 0 0 0
１ 0 0 0 1 デコード有効
２ 0 0 1 0
３ 0 0 1 1
４ 0 1 0 0
５ 0 1 0 1
６ 0 1 1 0
７ 0 1 1 1
８ 1 0 0 0
９ 1 0 0 1
10 1 0 1 0
11 1 0 1 1 デコード無効
12 1 1 0 0
13 1 1 0 1
14 1 1 1 0
15 1 1 1 1

図６－７ ＤＲＡＭのアドレスデコード有効範囲設定

(Z1501G97)ZENIC Inc.

www.DataSheet4U.com



- 14 -

ＺＥＮ１５０１Ｆ

デコードアドレスの設定はＭＰＲ３～７で行います。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

A31 A30 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＭＰＲ４～７
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:10 1C)~

デコードアドレス
図６－８ ＤＲＡＭのデコードアドレス指定

ＤＲＡＭのアドレスは行アドレスと列アドレスの２つに分けてメモリＩＣに接続されます。このＬ
ＳＩでは各種のＤＲＡＭやＳＩＭＭに接続できるように、ＣＰＵアドレスバスと行列アドレスの配置
がされています。このメモリアドレスはアドレスデコード設定に関わらず出力されます。

メモリ ＣＰＵアドレス
アドレス ＲＡ ＣＡ
ＲＡ０ Ａ１１ Ａ２
ＲＡ１ Ａ１２ Ａ３
ＲＡ２ Ａ１３ Ａ４
ＲＡ３ Ａ１４ Ａ５
ＲＡ４ Ａ１５ Ａ６
ＲＡ５ Ａ１６ Ａ７
ＲＡ６ Ａ１７ Ａ８
ＲＡ７ Ａ１８ Ａ９
ＲＡ８ Ａ１９ Ａ１０
ＲＡ９ Ａ２０ Ａ２１
ＲＡ１０ Ａ２２ Ａ２３
ＲＡ１１ Ａ２４ Ａ２５

表６－２ ＤＲＡＭメモリアドレス配置

使用しているＤＲＡＭの動作モードは、次の５つです。
・メモリリード
・メモリアーリーライト
・高速ページメモリリード
・高速ページメモリライト
・ＣＡＳビフォアＲＡＳリフレッシュ

ＤＲＡＭのリフレッシュは「ＣＡＳビフォアＲＡＳリフレッシュ」によって行います。リフレッシ
ュサイクルは後述のリフレッシュタイマーによって起動されます。通常は１５μＳのインターバルで
リフレッシュを行うＤＲＡＭが多いですが、使用するメモリ素子に合わせて設定できます。

ＤＲＡＭは同じ容量でもデータ幅やリフレッシュサイクルの仕様が異なるものがあります。リフレ
ッシュサイクルによって行アドレス数と列アドレス数が異なっています。このため使用できないＤＲ
ＡＭもありますのでＤＲＡＭの仕様をよく確認の上、メモリ素子の指定を行ってください。

ＤＲＡＭやＳＩＭについては、アプリケーションノートの を参照して９－３．適合ＤＲＡＭ素子例
ください。
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６－５．内部レジスタのアドレス指定
本ＬＳＩの内部レジスタの領域も前述のメモリ領域と同じように指定できます。設定の方法も同じ

ですが、リセット直後は表６－１の内部レジスタマップに従います。
デコードアドレスの設定はＩＲＭＨおよびＩＲＭＬで行います。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

A31 A30 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 ＩＲＭＨ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:30)

デコードアドレス
図６－９ 内部レジスタの上位アドレス設定

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＩＲＭＬ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:34)

デコードアドレス
図６－１０ 内部レジスタの下位アドレス設定

このアドレス値はＣＴＲＬ０で有効／無効の指定をします。

６－６．アクセスサイクル数
ＣＰＵがＭＡＰ０～３、ＲＯＭ領域およびＤＲＡＭ領域にアクセスを行う場合のアクセスサイクル

数を各々設定することができます。この設定は、ＷＴＲ０およびＷＴＲ１のレジスタでおこないます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＷＴＲ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:38)

ＭＡＰ０
ＭＡＰ１
ＭＡＰ２
ＭＡＰ３

図６－１１ ＷＴＲ０レジスタのビット割当

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＷＴＲ１
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:3C)

ＤＲＡＭＷ
ＰＣＷ
ＲＥＦＷ
ＲＯＭＥ

図６－１２ ＷＴＲ１レジスタのビット割当
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１）ＲＯＭ、ＭＡＰ０～３のアクセスタイミング
アクセスサイクル数の設定値と各タイミングの関係を表６－３と図６－１３に示します。
なお、リセット時のＲＯＭアクセスサイクル数は７［Ｈｅｘ］に設定されます。
また、表６－３の記号説明を以下に示します。

ＷＡＩＴ：本ＬＳＩがＣＰＵに対して出力するＷＡＩＴ出力数です。
Φ ：ＭＣＬＫの１周期の時間ＣＹ

動作時間(Φ )ＣＹ

ＲＯＭ ＭＡＰ０～３
設定

t t t t t t t t WAIT t t t t t t t t WAITRL RS RH RHW WL WS WH WHW RL RS RH RHW WL WS WH WHW

１ 0 0 0 1 2.0 0 0 0 1 0.5 0.5 0.5 1 1.5 0.5 0 0.5 1 0.5 0.5 0.5 1

２ 0 0 1 0 3.0 0 0 0 2 0.5 0.5 0.5 2 2.5 0.5 0 0.5 2 0.5 0.5 0.5 2

３ 0 0 1 1 4.0 0 0 0 3 0.5 0.5 0.5 3 3.5 0.5 0 0.5 3 0.5 0.5 0.5 3

４ 0 1 0 0 5.0 0 0 0 4 0.5 0.5 0.5 4 4.5 0.5 0 0.5 4 0.5 0.5 0.5 4

５ 0 1 0 1 6.0 0 0 0 5 0.5 0.5 0.5 5 5.5 0.5 0 0.5 5 0.5 0.5 0.5 5

６ 0 1 1 0 7.0 0 0 0 6 0.5 0.5 0.5 6 6.5 0.5 0 0.5 6 0.5 0.5 0.5 6

７ 0 1 1 1 8.0 0 0 0 7 0.5 0.5 0.5 7 7.5 0.5 0 0.5 7 0.5 0.5 0.5 7

表６－３ ＤＲＡＭ以外のアクセスサイクル数設定

ＭＡＰ０
ＭＡＰ１
ＭＡＰ２
ＭＡＰ３

RL RHW RLＲＯＭＥ t t t

ＲＤ
RS RH RHt t t

WL WHW WLt t t

ＷＲ
WS WH WHt t t

図６－１３ 各選択信号とＲＤ、ＷＲとの関係図

図６－１３の は、シーケンシャルアクセス時の波形を表しています。
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２）ＤＲＡＭにおけるアクセスサイクル数の設定
アクセスサイクル数の設定値と各タイミングの関係を表６－４～表６－６と図６－１４～

図６－１７に示します。
なお、リセット時のＤＲＡＭアクセスサイクル数は０００［Ｈｅｘ］に設定されます。
ＤＲＡＭアクセス数設定の各表に記載の記号説明を以下に示します。

ＷＡＩＴ：本ＬＳＩがＣＰＵに対して出力するＷＡＩＴ出力数です。
リフレッシュ動作時のＷＡＩＴ出力数は、ＤＲＡＭのリード／ライト・アクセ
スとの競合区間により変動します。
また、プリチャージ時間設定によるＷＡＩＴ出力数も、ＤＲＡＭのリード／ラ
イト・アクセスとの競合区間により変動します。

Φ ：ＭＣＬＫの１周期の時間です。ＣＹ

設定 動作時間(Φ )ＣＹ

アクセス
DRAMW t t t t t t t WAITRAS RAH RL RWH CAS CL CAH

０ 0 0 0 0 ﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ 0.5 0.5 1.0 0.5 0 0.5 1.0 0

ﾘｰﾄﾞ 0.5 0.5 2.0 0.5 0 1.5 2.0 1
１ 0 0 0 1

ﾗｲﾄ 0.5 0.5 2.0 0.5 0.5 1.0 1.5 1

２ 0 0 1 0 ﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ 0.5 0.5 3.0 0.5 0.5 2.0 2.5 2

３ 0 0 1 1 ﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ 0.5 0.5 4.0 0.5 0.5 3.0 3.5 3

表６－４ ＤＲＡＭアクセスのウエイト設定

ＲＡ０～１１ RASｱﾄﾞﾚｽ CASｱﾄﾞﾚｽ CASｱﾄﾞﾚｽ

Ｗ

RLt
RAS RAH RWH RWHt t t t

ＲＡＳ３～０

CAH CAHt t
CAS CL CAS CLt t t t

ＣＡＳ３～０

図６－１４ ＤＲＡＭアクセスのタイミング図

図６－１４の は、ページモード時の波形を表しています。
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設定 動作時間(Φ )ＣＹ

REFW t t t t t t WAITCWS CL CWH RCS RL RWH

０ 0 0 0 0 0.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0 ～ 2

１ 0 0 0 1 0.5 2.0 0.5 1.0 1.0 0.5 0 ～ 3

２ 0 0 1 0 0.5 3.0 0.5 1.0 2.0 0.5 0 ～ 4

３ 0 0 1 1 0.5 4.0 0.5 1.0 3.0 0.5 0 ～ 5

表６－５ リフレッシュ動作のウエイト設定

Ｗ

CWS CL CWHt t t
ＣＡＳ３～０

RCS RL RWHt t t
ＲＡＳ３～０

図６－１５ リフレッシュ動作のタイミング図

設定 動作時間(Φ )ＣＹ

PCW t t WAITRH CH

０ 0 0 0 0 1.0 1.0 0 ～ 1

１ 0 0 0 1 2.0 2.0 0 ～ 2

２ 0 0 1 0 3.0 3.0 0 ～ 3

３ 0 0 1 1 4.0 4.0 0 ～ 4

表６－６ プリチャージ時間のウエイト設定

リード／ライト又は、 リード／ライト アクセス区間
リフレッシュ アクセス区間

RHt
ＲＡＳ３～０

図６－１６ プリチャージ時間のタイミング図
（リード／ライト・アクセス）

リード／ライト アクセス区間 リフレッシュ アクセス区間

CHt
ＣＡＳ３～０

図６－１７ プリチャージ時間のタイミング図
（リフレッシュ・アクセス）
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６－７．タイマー設定

本ＬＳＩの時間に依存する機能は、ＭＣＬＫを分周した基準クロック（以後ＩＣＬＫと略）を基に
動作します。ＩＣＬＫを基に動作する機能には次のものがあります。
・ウォッチ・ドッグ・タイマーのタイムアウト時間
・タイマー時間
・アボートタイマー時間
・インターバルタイマーの周期
ＩＣＬＫを生成するために、ＭＣＬＫの分周比を設定するレジスタはＰＲＤＶ０です。

１）タイマー用プリスケーラの設定
ＩＣＬＫの周期は、（分周比 ＋ １）×（ＭＣＬＫの周期）になります。
ただし、分周値を０に設定した場合、ＩＣＬＫは動作しません。
なお、ＷＤＴ（ウォッチ・ドッグ・タイマー）が許可されていると、
このレジスタの値は変更されません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＰＲＤＶ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:44)

分周比
図６－１８ タイマー用プリスケーラの分周比設定

２）ＤＲＡＭリフレッシュタイマーの設定
ＤＲＡＭのリフレッシュの周期はＲＥＦＴのレジスタに設定します。
また、実際の周期は、（分周比 ＋ １）×（ＭＣＬＫの周期）になります。
ただし、分周値を０に設定した場合、リフレッシュタイマーは動作しません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＲＥＦＴ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:40)

分周比
図６－１９ ＤＲＡＭリフレッシュの分周比設定
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３）ウォッチ・ドッグ・タイマーのタイムアウト時間の設定
ウォッチ・ドッグ・タイマーのタイムアウト時間はＷＤＴＲのレジスタに設定します。
また、実際のタイムアウトまでの時間は、（分周比 ＋ １）×（ＩＣＬＫの周期）÷２に
なります。
この設定時間以内にＷＤＴリセットを実行しない場合は、ＲＥＳＯ出力信号がプリスケーラ
の1周期の間Ｌｏｗになります。また、プリスケーラ以外のレジスタはリセットされます。
詳細については、後述のウォッチ・ドッグ・タイマーを参照してください。
ただし、分周値を０に設定した場合、ウォッチドッグタイマーは動作しません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＷＤＴＲ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:4C)

分周比
図６－２０ ウォッチ・ドッグ・タイマーの分周比設定

４）タイマー時間の設定
ＴＩＭＯＵＴから出力する周期をＣＤＥＶのレジスタに設定します。
実際の周期は、（分周比 ＋ １）×（ＩＣＬＫの周期）×２になります。
ただし、分周値を０に設定した場合、このタイマーは動作しません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＣＤＥＶ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:50)

分周比
図６－２１ タイマーの分周比設定

５）アボートタイマー時間の設定
ハンドシェークタイプのバスサイクルを設定したメモリマップからのＡＣＫ信号を待つ時間を
ＡＢＴのレジスタに設定します。
実際にアボートが発生するまでの時間は、（分周比 ＋ １）×（ＩＣＬＫの周期）÷２に
なります。
ただし、分周値を０に設定した場合、このタイマーは動作しません。
ハンドシェークタイプのバスサイクルの指定はＣＴＲＬ０レジスタで行います。
詳細については、後述のハンドシェークを参照してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＡＢＴ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:54)

分周比
図６－２２ アボートタイマーの分周比設定
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６）インターバルタイマー周期の設定
インターバルタイマーの周期はＴＩＭＲのレジスタに設定します。
インターバルタイマーの割り込みが発生する周期は、（分周比 ＋ １）×（ＩＣＬＫの周期）

になります。
ただし、分周値を０に設定した場合、このタイマーは動作しません。
また、発生させる割り込みは、後述の割り込み制御設定２（ＩＴＲ２）で行います。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＴＩＭＲ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:58)

分周比
図６－２３ インターバルタイマーの分周比設定

７）ＵＡＲＴ用プリスケーラの設定
ＵＡＲＴ用のプリスケーラを内蔵しており、ＭＣＬＫを分周したクロック（以後ＵＣＬＫと略）
をＵＡＲＴに供給することが可能です。
ＵＣＬＫの周期は、（分周比 ＋ １）×（ＭＣＬＫの周期）になります。
ただし、分周値を０に設定した場合、ＵＣＬＫは動作しません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＰＲＤＶ１
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:48)

分周比
図６－２４ ＵＡＲＴ用プリスケーラの分周比設定

なお、ＵＡＲＴの基準クロックは外部入力ＴＲＣＫまたはＵＣＬＫの２つから選択できます。
選択は、後述のＬＳＩ制御レジスタ（ＣＴＲＬ１）のＭＯＤＣでおこないます。
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６－８．割り込み制御
割り込みには、８本の割り込み入力（ＩＮＴ０～ＩＮＴ７）によるものと、本ＬＳＩ内部のタイマ

ー関連（タイマー、インターバルタイマー）によるものがあります。
また、割り込み発生の状態は、割り込みステータスレジスタ（ＩＳＴＳ）で確認できます。割り込

み要因のリセットは、割り込みリセットレジスタ（ＩＲＳＴ）で行います。

１）割り込み入力
ＩＮＴ０～ＩＮＴ７の割り込み要因の発生は、Ｈレベル、Ｌレベル、立ち上がりエッジ、立ち下

がりエッジから各々独立して選択できます。この設定はＩＴＲ０レジスタで行い、ＩＲＱ信号に対
する出力の許可は、ＩＴＲ１レジスタの下位バイトで行います。
また、割り込み入力端子の状態は、要因の発生やＩＲＱ出力の許可に関わらずＩＴＲ１の上位バ

イトで読み出すことが可能です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＩＴＲ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:5C)

ＩＮＴ０
ＩＮＴ１
ＩＮＴ２
ＩＮＴ３
ＩＮＴ４
ＩＮＴ５
ＩＮＴ６
ＩＮＴ７

図６－２５ 割り込み入力要因のビット割当

設定 割り込み要因の検出

0 0 0 Ｈｉｇｈレベル
1 0 1 Ｌｏｗレベル
2 1 0 立ち上がりエッジ
3 1 1 立ち下がりエッジ

表６－７ 割り込み要因の検出条件設定
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

IT7 IT6 IT5 IT4 IT3 IT2 IT1 IT0 EN7 EN6 EN5 EN4 EN3 EN2 EN1 EN0 ＩＴＲ１
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:60)

ＩＮＴ０
ＩＮＴ１
ＩＮＴ２
ＩＮＴ３
ＩＮＴ４
ＩＮＴ５
ＩＮＴ６
ＩＮＴ７

図６－２６ 割り込みの許可と状態のビット割当

ＥＮ ＩＲＱ出力の許可 ＩＴ 入力端子の状態

0 0 出力しない 0 0 Ｌｏｗ
1 1 出力許可 1 1 Ｈｉｇｈ

表６－８ ＩＲＱ出力許可設定 表６－９ ＩＮＴ入力端子の状態

ＩＴＲ１レジスタの上位バイトは、読み出しのみですので、
書き込まれたデータは意味を持ちません。

２）インターバルタイマーの割り込み設定
インターバルタイマー（ＴＩＭＲ）の割り込みの設定をＩＴＲ２で行います。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＩＴＲ２
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:64)

許可
ＴＩＭＲ

IRQ/FIQ

許可
ＵＡＲＴ

IRQ/FIQ

許可 外部ＮＭＩ
図６－２７ インターバルタイマーの割り込み設定

設定 許可 設定 ＩＲＱ／ＦＩＱ
0 0 出力しない 0 0 ＩＲＱを使用する
1 1 出力許可 1 1 ＦＩＱを使用する

表６－１０ 割込出力許可設定 表６－１１ 出力端子設定
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３）割り込みステータス
発生している割り込み要因を確認するためのレジスタがＩＳＴＳです。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

０ ０ ０ ０ ０ ＩＳＴＳ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:68)

ＩＮＴ０
ＩＮＴ１
ＩＮＴ２
ＩＮＴ３
ＩＮＴ４
ＩＮＴ５
ＩＮＴ６
ＩＮＴ７
ＴＩＭＲ
ＵＡＲＴ
ＮＭＩ

図６－２８ 割り込み要因のステータス・ビット割当

値 割り込み発生

0 0 発生していない
1 1 発生している

表６－１２ 割り込み発生状態

４）割り込みリセット
発生している割り込み要因をリセットするためのレジスタがＩＲＳＴです。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＩＲＳＴ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:6C)

ＩＮＴ０
ＩＮＴ１
ＩＮＴ２
ＩＮＴ３
ＩＮＴ４
ＩＮＴ５
ＩＮＴ６
ＩＮＴ７
ＴＩＭＲ
ＵＡＲＴ
ＮＭＩ

図６－２９ 割り込みリセットのビット割当

設定 リセット動作

0 0 ノー・オペレーション
1 1 リセット実行

表６－１３ 割り込みリセット指定
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６－９．ＰＩＯの設定
レジスタＰＩＯＣにより汎用入出力ポート（ＰＯＲＴ０～ＰＯＲＴ７）を入力として使用するか、

または出力として使用するかを設定します。
入力データまたは出力データは、ＰＩＯＤで読み出すことができます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＰＩＯＣ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:74)

ＰＯＲＴ０
ＰＯＲＴ１
ＰＯＲＴ２
ＰＯＲＴ３
ＰＯＲＴ４
ＰＯＲＴ５
ＰＯＲＴ６
ＰＯＲＴ７

図６－３０ 入出力設定のビット割当

設定 入出力

0 0 入力
1 1 出力

表６－１４ 入出力設定

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＰＩＯＤ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:70)

ＰＯＲＴ０
ＰＯＲＴ１
ＰＯＲＴ２
ＰＯＲＴ３
ＰＯＲＴ４
ＰＯＲＴ５
ＰＯＲＴ６
ＰＯＲＴ７

図６－３１ 入出力データのビット割当

書き込みデータ ＰＯＲＴ端子 読み出しデータ ＰＯＲＴ端子

0 0 Ｌｏｗ 0 0 Ｌｏｗ
1 1 Ｈｉｇｈ 1 1 Ｈｉｇｈ

表６－１５ 書き込みデータ指定 表６－１６ 読み出しデータ値

ＰＯＲＴ端子を入力に設定した場合は、書き込みデータは意味を持ちません。
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６－１０．ＬＳＩ制御レジスタ
本ＬＳＩの制御を行うレジスタがＣＴＲＬ０、ＣＴＲＬ１です。
１）前述の各メモリ領域の有効、無効を設定するための制御レジスタがＣＴＲＬ０です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 LP EN8 EN7 EN6 EN5 FP EN4 HS3 EN3 HS2 EN2 HS1 EN1 HS0 EN0 ＣＴＲＬ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:AC)

ＭＡＰ０
ＭＡＰ１
ＭＡＰ２
ＭＡＰ３
ＲＯＭＥ
ＲＡＳ０
ＲＡＳ１
ＲＡＳ２
ＲＡＳ３
ＩＲＥＧ

図６－３２ ＣＴＲＬ０レジスタのビット割当

①メモリ領域の設定
ＭＡＰ０～４、ＲＯＭおよびＲＡＳ０～３のアドレス指定（ＭＰＲ０～８）の有効／無効は、

ビット ０、２、４、６、８、１０～１３で行います。
また、ハンドシェークバス指定は、ビット１、３、５、７で行います。

ＥＮ アドレス指定 ＨＳ ハンドシェークバス

0 0 無効 0 0 ハンドシェーク無効
1 1 有効 1 1 ハンドシェーク有効

表６－１７ アドレス設定 表６－１８ ハンドシェーク設定

②ＲＯＭＥの設定
ファーストページのＲＯＭ領域の有効／無効はビット９で設定します。

ＦＰ ファーストページ

0 0 無効
1 1 有効

表６－１９ ファーストページ設定

③ＩＲＧの設定
ビット１４は、本ＬＳＩのアドレスをレジスタ（ＩＲＥＧ）アドレスで設定した値に切り替

える場合に使用します。

ＬＰ アドレスの切り替え動作

0 0 ノー・オペレーション
1 1 実行

表６－２０ ＩＲＥＧアドレス切替
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２）タイマー関連の許可等を設定したり、ＵＡＲＴのクロックを選択するための制御レジスタが
ＣＴＲＬ１です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 0 SCK CKE UA EN8 EN7 EN6 ＣＴＲＬ１
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:B0)

ＲＥＦＴ
ＣＤＥＶ
ＴＩＭＲ
ＵＡ
ＭＯＤＣ
ＴＥＳＴ

図６－３３ ＣＴＲＬ１レジスタのビット割当

①タイマー関連の許可
リフレッシュタイマー、タイマー、インターバルタイマーの動作を許可、禁止します。

ＥＮ 動作

0 0 禁止
1 1 許可

表６－２１ タイマー許可設定

②未定義領域へのアクセスによるアボート
本ＬＳＩで指定された、内部レジスタ、ＭＡＰ０～３、ＤＲＡＭ、ＲＯＭ以外のメモリ空間

に、対してＣＰＵがアクセスを行った場合、ＡＢＯＲＴを出力することが可能です。

ＵＡ 未定義領域へのアクセス時

0 0 ＡＢＯＲＴを出力しない
1 1 ＡＢＯＲＴを出力する

表６－２２ ＡＢＯＲＴ許可設定

③ＭＯＤＣの設定
ＵＡＲＴのクロックを選択します。
初期設定時は、Ｄ５ビットでクロック選択を行ってから、Ｄ４ビットでクロックを

動作させてください。
クロックを変更する際は次の操作を行って下さい。
・Ｄ４ビットでクロックを停止し、ＬＳＩステータス（ＳＴＡＴ）のＤ６ビットでクロック
切り替え可能状態であることを確認する。

・Ｄ５ビットでクロックを切り替えて、再度Ｄ４ビットでクロックを動作させてください。
なお、この場合は、ＵＡＲＴ用プリスケーラおよびＴＲＣＫが動作していることが必要です。

ＳＣＫ(Ｄ５) クロック選択 ＣＫＥ(Ｄ４) クロック

0 0 内部ＵＣＬＫ 0 0 クロック停止
1 1 外部ＴＲＣＫ 1 1 クロック動作

表６－２３ クロック選択 表６－２４ クロック動作

④テストビット
コントロールレジスタ２のＤ６ビットはテスト用ですので、かならずＬｏｗにして下さい。
このビットをＨｉｇｈに設定された場合、本ＬＳＩの動作保証はされません。
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６－１１．ハンドシェーク
ＬＳＩ制御レジスタ（ＣＴＲＬ０）で、ハンドシェークを有効に設定してあるメモリ領域にＣＰＵ

がアクセスを行うと、タイマーが起動します。ＣＤＥＶレジスタで設定された時間までに、ＡＣＫ信
号がＬｏｗにならないとＣＰＵに対してＡＢＯＲＴ信号を出力します。
ＡＣＫ信号の受付は、ＷＡＩＴ信号がＬｏｗになってから、２回目のＭＣＬＫの立ち下がりから開

始されます。この状態を図６－３４に示します。

MCLK

MAP0-3

WAIT

ACK
受付開始

設定時間
図６－３４ ハンドシェークのタイミング

なお、どのメモリ領域でアボートしたかはＬＳＩステータスレジスタ（ＳＴＡＴ）で確認できます。

６－１２．ウォッチ・ドッグ・タイマー
１）ウォッチ・ドッグ・タイマーの制御
①動作開始
まず、ＷＤＴレジスタ（ＷＤＴＲ）に必要な値（時間）を設定します。その後、ＷＤＴ許可
設定０（ＷＤＥ０）で、許可データを書き込むと、ウォッチ・ドッグ・タイマーがカウント
動作を開始します。

②ウォッチ・ドッグ
動作開始以降、ＷＤＴＲで設定された時間以内にＷＤＲＳに所定のデータを書き込む動作を
繰り返す必要があります。

③タイムアップ
ＷＤＴＲで設定された時間以内にＷＤＲＳに所定のデータが書き込まれない場合は、
ＲＥＳＯ 信号がＬｏｗになります。
このＬｏｗの時間は最低ＩＣＬＫの１周期分出力され、本ＬＳＩ内部のレジスタに関しては
プリスケーラ以外のレジスタはリセットされます。

④動作禁止
ウォッチ・ドッグ・タイマーを禁止する場合は、ＷＤＴ設定０（ＷＤＥ０）に禁止データ１を
書き込んだ後、続けてＷＤＴ設定１（ＷＤＥ１）に禁止データ２を書き込む必要があります。

２）ウォッチ・ドッグ・タイマーのコマンド
①ＷＤＴ設定０
・許可データ（書込）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 1 ＷＤＥ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:A0)

図６－３５ ウォッチ・ドッグ・タイマー動作開始コマンド
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・禁止データ１（書込）
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 ＷＤＥ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:A0)

図６－３６ ウォッチ・ドッグ・タイマー禁止コマンド１

②ＷＤＴ設定１
・禁止データ２（書込）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 ＷＤＥ１
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:A4)

図６－３７ ウォッチ・ドッグ・タイマー禁止コマンド２

③ＷＤＴ設定０
・許可データ（読み出し）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 WD1 EN ＷＤＥ０
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:A0)

図６－３８ ウォッチ・ドッグ・タイマーのビット割当

ＥＮ 動作 ＷＤ１ 禁止データ１

0 0 禁止 0 0 書込動作なし
1 1 許可 1 1 書込動作あり

表６－２５ 動作許可設定 表６－２６ 書き込み動作

ＷＤ１はＷＤＴ設定１にデータを書き込む際にリセット（０）されます。

④ＷＤＴリセット
・リセットデータ（書込のみ）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 ＷＤＲＳ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:A8)

図６－３９ ウォッチ・ドッグ・タイマーのリセットコマンド

６－１３．ＬＳＩステータスレジスタ
アボートが発生したメモリ領域を確認するためのレジスタがＳＴＡＴです。
このレジスタを読み出すことにより、データはリセットされます。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ SW WDT ABT ABT ABT ABT ABT ＳＴＡＴ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:B4)

ＭＡＰ０
ＭＡＰ１
ＭＡＰ２
ＭＡＰ３
未定義領域への
アクセス
ＷＤＴ
ＳＷ

図６－４０ ＬＳＩステータスレジスタ・ビット割当
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ＡＢＴ アボートの状態 ＷＤＴ ＷＤＴのタイムアップ

0 0 発生していない 0 0 発生していない
1 1 アボート発生 1 1 発生した

表６－２７ アボート発生状態 表６－２８ ＷＤＴタイムアップ発生状態

ＳＷ ＵＡＲＴのクロック切り替え

0 0 可能
1 1 禁止

表６－２９ ＵＡＲＴクロック切替許可状態

ＡＢＴおよびＷＤＴはシステムリセットか、ＬＳＩステータスレジスタを読み出すことによりリセ
ット（０）されます。（ウォッチ・ドッグ・タイマーのタイムアップでは、リセットされません）

(Z1501G97)ZENIC Inc.

www.DataSheet4U.com



- 31 -

ＺＥＮ１５０１Ｆ

６－１４．ＵＡＲＴ機能概要
ＵＡＲＴはプログラム可能な送信回路とボーレート発生回路が内蔵されています。
受信回路はスタート・ビット、データ・ビット、ストップ・ビット、パリティ・ビットを含むシリ

アル・データをパラレル・データに変換します。送信回路は、パラレル・データをシリアル・データ
に変換し、スタート・ビット、パリティ・ビット、ストップ・ビットを付加します。
ワード長は５、６、７、８ビットのデータ・ビットをプログラムできます。ストップ・ビット長は

１、１.５、２ビットのいずれかを選択できます。
ＵＡＲＴにはプログラム可能な分周回路によって入力クロック周波数を１～２ －１に分周できま１６

す。また、モデム・コントロール信号（ＲＴＳ、ＣＴＳ、ＤＳＲ、ＤＴＲ、ＲＩ、ＤＣＤ）も用意さ
れています。

６－１５．ＵＡＲＴレジスタ説明
ＵＡＲＴを動作させるための内部レジスタには、大きくわけて制御レジスタ、ステータス・レジス

タ、データ・レジスタの3種類があります。制御レジスタには、ボーレート選択レジスタ（ＤＬＬ、
ＤＬＭ）、ライン制御レジスタ（ＬＣＲ）、割り込み許可レジスタ（ＩＥＲ）、モデム制御レジスタ
（ＭＣＲ）があります。ステータス・レジスタにはライン・ステータス・レジスタ（ＬＳＲ）、モデ
ム・ステータス・レジスタ（ＭＳＲ）があります。データ・レジスタには、受信バッファ・レジスタ
（ＲＢＲ）、送信ホールド・レジスタ（ＴＨＲ）があります。 ＲＢＲレジスタ、ＴＨＲレジスタ、Ｄ
ＬＬレジスタおよび、ＤＬＭレジスタ、ＩＥＲレジスタは同一アドレスに配置されています。上記レ
ジスタを選択する際には、リード・ライト・アドレス信号とともにＬＣＲ[7]ビット（ＤＬＡＢ）を使
用します。
送信バッファ・レジスタと受信バッファ・レジスタは、５～８ビットのデータを格納するデータ・

レジスタです。８ビット未満のデータが送信される時には、データは右詰め（ビット0がＬＳＢ）にさ
れ上位ビットには０が格納されます。シリアル・データの送受信の最初のデータは、いつもビット０
です。ＵＡＲＴのデータ・レジスタは二重バッファ構造になっており、送受信中にリード／ライト動
作が可能です。この二重バッファの外部側レジスタ名は、送信側がＴＳＲレジスタ、受信側がＲＳＲ
レジスタです。

略号 レジスタ名(記号) DLAB A4 A3 A2 アドレス

ＲＢＲ 受信バッファ・レジスタ(読み出し専用) ０ ０ ０ ０ (FFFF 0080)

ＴＨＲ 送信ホールド・レジスタ(書き込み専用) ０ ０ ０ ０ (FFFF 0080)

ＩＥＲ 割り込み許可レジスタ ０ ０ ０ １ (FFFF 0084)

ＩＩＲ 割り込み設定レジスタ Ｘ ０ １ ０ (FFFF 0088)

ＬＣＲ ライン制御レジスタ Ｘ ０ １ １ (FFFF 008C)

ＭＣＲ モデム制御レジスタ Ｘ １ ０ ０ (FFFF 0090)

ＬＳＲ ライン・ステータス・レジスタ Ｘ １ ０ １ (FFFF 0094)

ＭＳＲ モデム・ステータス・レジスタ Ｘ １ １ ０ (FFFF 0098)

ＳＣＲ スクラッチ・レジスタ Ｘ １ １ １ (FFFF 009C)

ＤＬＬ ボーレート選択レジスタ(下位：LSB) １ ０ ０ ０ (FFFF 0080)

ＤＬＭ ボーレート選択レジスタ(上位：MSB) １ ０ ０ １ (FFFF 0084)

表６－３０ ＵＡＲＴレジスタ一覧１

ＤＬＡＢは、ライン制御レジスタ（ＬＣＲ）のＤ７ビットに書き込んで設定します。
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略 レジスタ・ビット番号

号 ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

RBR データ・ データ・ データ・ データ・ データ・ データ・ データ・ データ・
ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0
(MSB) (LSB)

THR データ・ データ・ データ・ データ・ データ・ データ・ データ・ データ・
ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

DLL ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

DLM ビット15 ビット14 ビット13 ビット12 ビット11 ビット10 ビット9 ビット8

IER 0 0 0 0 EDSSI ELSI ETBEI ERBFI
(モデム・ (受信ライ (送信ホー (受信デー
ステータ ン・ステ ルド・レ タ・レデ
ス割り込 ータス割 ジスタ・ ィ割り込
み許可) り込み許 エンプテ み許可)

可) ィ割り込
み許可)

IIR 0 0 0 0 0 割り込み 割り込み 0:保留中
設定 設定 の割り込
ピット1 ピット0 み有

LCR DLAB BST STP EPS PEN STB WLSB1 WLSB2
(分周ラッ ブレーク 強制パリ (偶数パリ (奇数パリ (ストップ (データ長 (データ長
チ・アク ・セット ティ ティ選択) ティ選択) ・ビット 選択ビッ 選択ビッ
セス・ビ 長) 卜1) 卜2)
ット)

MCR 0 0 0 LOOP OUT2 OUT1 RST DTR
(送信要 (データ・
求) ターミナ

ル・レデ
ィ)

LSR 0 TEMT THRE BI FE PE OE DR
(送信レジ (送信ホー (ブレーク (フレーミ (パリティ (オーバー (データ・
スタ・エ ルド・レ 割り込み) ング・エ ・エラー) ラン・エ レディ)
ンプティ) ジスタ・ ラー) ラー)

エンプテ
ィ)

MSR DCD RI DSR CTS DDCD TERI DDSR DCTS
(データ・ (発呼イン (データ・ (送信クリ (DCD変化) (RI開始) (DSR変化) (CTS変化)
キャリア ジケータ) ビット・ ア)
検出) レディ)

SCR ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

表６－３１ ＵＡＲＴレジスタ一覧２
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１）ライン制御レジスタ（ＬＣＲ）
ＬＣＲレジスタはデータ・キャラクタのフォーマットおよびブレーク動作の制御を行います。

ビット 項目(記号) 値 機 能

Ｄ７ 分周ラッチ・ ０ RBRレジスタ、THRレジスタあるいはIERレジスタをアクセスる。

アクセス・ １ DLLレジスタあるいはDLMレジスタをアクセスする。
ビット(DLAB)

Ｄ６ ブレーク動作 ０ ブレーク動作を行わない。

の制御(BST) １ ブレーク動作を行う。SOUT信号は０になる。

Ｄ５ 強制パリティ ０ 強制パリティを使用しない。

の制御(STP) １ パリティがイネーブルの時、LCR[4]が０ならばパリティの値が１
になり、LCR[4]が１ならばパリティの値は０になる。

Ｄ４ パリティの ０ 奇数パリティを使用する。

形式(EPS) １ 偶数パリティを使用する。

Ｄ３ パリティの ０ パリティ・ディセーブル

制御(PNE) １ パリティ・イネーブル

Ｄ２ ストップビッ ０ １ストップ・ビット。

ト長の設定 １ データ長５ビットの時１.５ストップビット、データ長６、７、
(STB) ８ビットのとき２ストップビット。

Ｄ１ データ長の Ｄ１ Ｄ０

Ｄ０ 設定 ０ ０ データ長５ビット。

(WLS1) ０ １ データ長６ビット。

(WLS0) １ ０ データ長７ビット。

１ １ データ長８ビット。

表６－３２ ライン制御レジスタ

・ＬＣＲ[2]：受信回路は１ストップ・ビットだけをチェックします。
・ＬＣＲ[3]：１の時、キャラクタ・データの最終データ・ビットとストップ・ビットの間のパリティ

・ビットが送信され、チェックされます。
・ＬＣＲ[6]：ブレーク制御ビットはＳＯＵＴ信号にのみ効果があり、送信回路には影響しません。以

下の手順を行うことで、ブレーク動作のために誤ったキャラクタあるいは無関係のキャ
ラクタは送信されません。
(1)ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットが１の時にＴＨＲレジスクの全てのデータ・ビットに
０を書き込みます。

(2)ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットが０になると、ＢＳＴ（ＬＣＲ[6]）ビットを１に
セットします。

(3)送信レジスタに送信中のデータがなくなって（ＬＳＲ[6]ビット＝１)から、次の
送信データがリストアされた時にブレーク動作を解除します。
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２）ライン・ステータス・レジスタ（ＬＳＲ）
割り込みレベルのチェックおよび送受信に関するステータスをチェックするために、ＣＰＵ

によって読み出される最初のレジスタです。 ＬＳＲレジスタを読み出すと、ＬＳＲ[1]～ＬＳ
Ｒ[4]はクリアされます。またＬＳＲ[1]～ＬＳＲ[4]はエラー状態のいずれかが検出されると、
受信ライン・ステータス割り込み（ＩＩＲレジスタの優先順位１の割り込み）が発生するエラ
ー状態を示すビットです。この割り込みはＩＥＲ[2]＝１にすることでイネーブルになります。

ビット 項 目(記号) 値 機 能

Ｄ７ 未定義ビット ０ 常に０固定

Ｄ６ 送信レジスタ状況(TEMT) ０ 送信レジスタに送信中のデータがある。

１ 送信レジスタに送信中のデータがない。

Ｄ５ 送信ホールド・レジスタ状況 ０ 送信ホールド・レジスタに未送信のデータがある。

(THRE) １ 送信ホールド・レジスタに未送信のデータがない。

Ｄ４ ブレーク信号の受信(BI) ０ ブレーク信号は受信されていない。

１ ブレーク信号が受信されている。

Ｄ３ フレーミング・エラーの検出 ０ エラーなし。

(FE) １ エラーあり。

Ｄ２ パリティ・エラーの検出(PE) ０ エラーなし。

１ エラーあり。

Ｄ１ オーバーラン・エラーの検出 ０ エラーなし。

(OE) １ エラーあり。

Ｄ０ 受信状況(DR) ０ 受信データなし。

１ 受信データあり。

表６－３３ ライン・ステータス・レジスタ

・ＬＳＲ[0]：ＲＢＲレジスタヘの受信データの転送が完了すると１にセットされます。またＣＰＵが
ＲＢＲレジスタの内容を読み出すと０にリセットされます。

・ＬＳＲ[1]：ＲＢＲレジスタの内容がＣＰＵによって読み出されていない状態で、次のＲＳＲレジス
タのデータがＲＢＲレジスタに転送され、元のデータが上書きされた場合、１にセット
されます。

・ＬＳＲ[2]：受信データがＥＰＳ（ＬＣＲ[4]）ビットで設定されたパリティを持っていない場合に
１にセットされます。

・ＬＳＲ[3]：最後のデータ・ビット（ＭＳＢ）またはパリティ・ビットに続くストップ・ビットが０
として検出されると１にセットされます。

・ＬＳＲ[4]：受信データが送信時間（スタート・ビット＋データービット＋パリティ・ビット＋スト
ップビット）以上０に保持されている時に、１にセットされます。

・ＬＳＲ[5]：ＴＨＲレジスタからＴＳＲレジスタヘデータが転送されると１にセットされ、次の送信
データの準備が出来ていることを示します。ＣＰＵがＴＨＲレジスタをロードすると０
にリセットされます。ＣＰＵがＬＳＲレジスタを読み出してもリセットされません。送
信ホールド・レジスタエンプティ割り込みがイネーブルの時（ＩＥＲ[1]＝１）に、こ
のビットが１ならばＩＩＲレジスタの優先順位３の割り込みを行います。

・ＬＳＲ[6]：ＴＨＲレジスタおよびＴＳＲレジスタがともに空である時、１にセットされます。デー
タがＴＨＲレジスタにロードされると０にリセットされ、ＳＯＵＴ信号の送信が完了す
るまで０を保持します。ＣＰＵがＬＳＲレジスタを読み出してもリセットされません。
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３）モデム制御レジスタ（ＭＣＲ）
モデムまたはデータ・セットとのインタフェースを制御します。このレジスタは書き込み、

読み出し可能です。 ＭＣＲ[0]～ＭＣＲ[3]でＤＴＲ信号、ＲＴＳ信号を直接制御します。
なお、本ＬＳＩではＯＵＴ１信号とＯＵＴ２信号の出力端子はサポートされていません。

これらは、ＭＣＬ[2]とＭＣＬ[3]のローカル・ループバックでのみ使用可能です。

ビット 項 目(記号) 値 機 能

Ｄ７ 固定ビット ０ 常に０固定して下さい。

Ｄ６ 固定ビット ０ 常に０固定して下さい。

Ｄ５ 固定ビット ０ 常に０固定して下さい。

Ｄ４ ローカル・ループバックの ０ ローカル・ループバックを実施しない。

実施 １ ローカル・ループバックを実施する。

Ｄ３ ＯＵＴ２の制御 ０ OUT2信号が非アクティブ(High)にセットされる。

１ OUT2信号がアクティブ(Low)にセットされる。

Ｄ２ ＯＵＴ１の制御 ０ OUT1信号が非アクティブ(High)にセットされる。

１ OUT1信号がアクティブ(Low)にセットされる。

Ｄ１ ＲＴＳ信号の制御 ０ RTS信号が非アクティブ(High)にセットされる。

１ RTS信号がアクティブ(Low)にセットされる。

Ｄ０ ＤＴＲ信号の制御 ０ DTR信号が非アクティブ(High)にセットされる。

１ DTR信号がアクティブ(Low)にセットされる。

表６－３４ モデム制御レジスタ

・ＭＣＲ[4]：ＵＡＲＴを検査するため、ローカル・ループバックを行います。１の時、ＳＯＵＴ信号
は１にセットされＳＩＮ信号は切り離されます。ＴＳＲレジスタの出力はＲＳＲレジス
タの入力にループ・バックされます。４本のモデム制御入力信号（ＣＴＳ、ＤＳＲ、
ＤＣＤ、ＲＩ）は切り離されます。
また４本のモデム制御出力信号（ＤＴＲ、ＲＴＳ、ＯＵＴ１、ＯＵＴ２）は、４本のモ
デム制御入力にＵＡＲＴ内部で接続され、出力端子のある（ＤＴＲ、ＲＴＳ）は強制的
に非アクティブ（Ｈｉｇｈ）になります。このモードでは送信されたデータはただちに
受信されるため、ＣＰＵはＵＡＲＴの送受信データパスを検証することができます。
またこのモードでのモデムステータス割り込みの割り込み要因は４本のモデム制御入力
信号の代りにＭＣＲレジスタの下位４ビットとなります。割り込みはＩＥＲレジスタで
制御されます。
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４）モデム・ステータス・レジスタ（ＭＳＲ）
モデムまたは周辺デバイスからのモデム入力信号の状態を保持しています。このレジスタを

読み出すことで、ＣＰＵはＵＡＲＴに接続されているモデムや周辺デバイスの状態を知ること
ができます。 ＭＳＲレジスタのうちの4ビット（ＭＳＲ[3]～ＭＳＲ[0]）はＭＳＲレジスタを
最後に読み出してからモデムの入力が変わっているか否かを示すデルタ・ステータス・ビット
です。モデムからの制御入力が状態を変化した時にデルタ・ステータス・ビットは１にセット
され、ＣＰＵがＭＳＲレジスタを読み出すと０にリセットされます。ＭＳＲ[4]～ＭＳＲ[7]は
モデム入力信号（ＣＴＳ、ＤＳＲ、ＲＩ、ＤＣＤ）の状態を示します。ＩＥＲレジスタのモデ
ム・ステータス割り込みがイネーブルの時、モデム入力信号の状態変化で割り込みが発生しま
す。
ＭＳＲレジスタ読みだし期間中にモデム入力信号の状態変化が発生した時、デルタ・ステー

タス・ビットに関してはその読み出しで１が読み出されたデルタ・ステータス・ビットに対応
するモデム入力信号の状態変化は無視されＭＳＲレジスタに反映されません。０が読み出され
たビットと対応するモデム入力信号の状態変化は読み出しが終わった時点でＭＳＲレジスタに
反映されます。
また、ＭＳＲ[0]～ＭＳＲ[3]も同様に読み出し期間中に状態が変化した場合読みだしが終わ

った時点で各ビットに反映されます。

ビット 項 目（記号） 値 機 能

Ｄ７ DCD信号の状態 DCD信号の値です。

Ｄ６ RI信号の状態 RI信号の値です。

Ｄ５ DSR信号の状態 DSR信号の値です。

Ｄ４ CTS信号の状態 CTS信号の値です。

Ｄ３ DCD信号の状態変化 0 DCD信号が変化していない。

1 DCD信号が変化している。

Ｄ２ RI信号の状態変化 0 RI信号が変化していない。

1 RI信号が変化している。

Ｄ１ DSR信号の状態変化 0 DSR信号が変化していない。

1 DSR信号が変化している。

Ｄ０ CTS信号の状態変化 0 CTS信号が変化していない。

1 CTS信号が変化している。

表６－３５ モデム・ステータス・レジスタ

・ＭＳＲ[4]：０の時モデムが送信出力（ＳＯＵＴ）からデータを受信する準備ができていることを示
します。ＵＡＲＴがループ・モード（ＭＣＲ[4]＝１）にある時は、ＭＣＲ[1]（ＲＴＳ
）の値が設定されます。

・ＭＳＲ[5]：０の時モデムが受信回路にデータを送信する準備ができていることを示します。ＵＡＲ
Ｔがループ・モード（ＭＣＲ[4]＝１）にある時は、ＤＴＲ（ＭＣＲ[0]）ビットの値が
設定されます。

・ＭＳＲ[6]：ＵＡＲＴがループ・モード（ＭＣＲ[4]＝１）にある時は、ＯＵＴ２（ＭＣＲ[3]）ビッ
トの値が設定されます。

・ＭＳＲ[7]：ＵＡＲＴがループ・モード（ＭＣＲ[4]＝１）にある時は、ＯＵＴ１（ＭＣＲ[2]）ビッ
トの値が設定されます。
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５）ボーレート選択レジスタ（ＢＲＳＲ）
ボーレート選択レジスタは２つの８ビットレジスタ（ＤＬＬ、ＤＬＭ）から構成される１６

ビット長のレジスタです。 ＵＡＲＴはこれらのレジスタに設定された値で、ＵＡＲＴクロッ
ク を分周し、通信に使用するボーレートクロックを作ります。＊１

ボーレート選択レジスタの設定値をＸ、通信ボーレートをＴ、外部信号の信号周波数をＦと
すると Ｘ＝Ｆ／（Ｔ＊１６）で求められます。これで求められたＸはＤＭＬを上位バイト、
ＤＬＬを下位バイトとして設定してください。

ボーレート選択レジスタ(DLL) ボーレート選択レジスタ(DLM)

ビット 機 能 ビット 機 能

Ｄ７ データ・ビット ＤＬＬ［７］ Ｄ１５ データ・ビット ＤＬＭ［７］

Ｄ６ データ・ビット ＤＬＬ［６］ Ｄ１４ データ・ビット ＤＬＭ［６］

Ｄ５ データ・ビット ＤＬＬ［５］ Ｄ１３ データ・ビット ＤＬＭ［５］

Ｄ４ データ・ビット ＤＬＬ［４］ Ｄ１２ データ・ビット ＤＬＭ［４］

Ｄ３ データ・ビット ＤＬＬ［３］ Ｄ１１ データ・ビット ＤＬＭ［３］

Ｄ２ データ・ビット ＤＬＬ［２］ Ｄ１０ データ・ビット ＤＬＭ［２］

Ｄ１ データ・ビット ＤＬＬ［１］ Ｄ９ データ・ビット ＤＬＭ［１］

Ｄ０ データ・ビット ＤＬＬ［０］ Ｄ８ データ・ビット ＤＬＭ［０］

表６－３６ ボーレート選択レジスタ

： のＭＯＤＣ設定により選択されたＵＡＲＴ用クロックです。＊１ ６－１０．ＬＳＩ制御レジスタ
このクロックを以降ＵＡＲＴクロックと記載します。

分周計算の例：
（ボーレート 1200bps、入力周波数 1.8432MHz）
分周値＝入力周波数÷（ボーレート×16）

＝184320÷（1200×16）
＝96
＝60hex → ＤＬＬ=01100000，ＤＬＭ=00000000

分周値96は入力周波数1.8432MHzを（16×ボーレート＝l9200）で割った値です。
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６）受信バッファ・レジスタ（ＲＢＲ）
ＵＡＲＴは５、６、７、８ビットのキャラクター長のデータを受信できます。データＬＳＢ

（ＲＢＲ[0]）から右詰めされます。 ＲＢＲ[0]が受信される最初のデータ・ビットです。デー
タ長が８ビット未満の時未使用ビットは０にセットされます。
ＳＩＮ入力端子から受信されたデータはＲＳＲレジスタヘシフトされます。受信が完了する

と受信データはＲＢＲレジスタヘストアされ、ＬＳＲレジスタのＤＲ（ＬＳＲ[0]）ビットが１
にセットされます。
受信レジスタは二重バッファ構造になっているため、受信されたデータを失うことなく、連

続してデータを受信することが可能です。 ＲＢＲレジスタの受信データを読み出す前に次の受
信データの受信が完了するとＲＢＲレジスタは上書きされ保持していた受信データを失います。
この時、ＬＳＲレジスタのＯＥ（ＬＳＲ[1]）ビットはオーバーラン状態を示します。

ビット 機 能

Ｄ７ データ・ビット ＲＢＲ［７］

Ｄ６ データ・ビット ＲＢＲ［６］

Ｄ５ データ・ビット ＲＢＲ［５］

Ｄ４ データ・ビット ＲＢＲ［４］

Ｄ３ データ・ビット ＲＢＲ［３］

Ｄ２ データ・ビット ＲＢＲ［２］

Ｄ１ データ・ビット ＲＢＲ［１］

Ｄ０ データ・ビット ＲＢＲ［０］

表６－３７ 受信バッファ・レジスタ

７）送信ホールド・レジスタ（ＴＨＲ）
ＴＨＲレジスタはＴＳＲレジスタが空になるまで次の送信データを保持します。送信データ

と受信データのデータ長とストップ・ビット数は同一にしてください。データ長が８ビット未
満の時は、マイクロプロセッサのデータ・バスで使用されていないビットは無視されます。
ＴＨＲ[0]が送信される最初のシリアル・データ・ビットです。ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）

ビットはＴＨＲレジスタが空であるか否かを示し、ＴＥＭＴ（ＬＳＲ[6]）ビットはＴＨＲレジ
スタとＴＳＲレジスタがともに空であるか否かを示します。

ビット 機 能

Ｄ７ データ・ビット ＴＨＲ［７］

Ｄ６ データ・ビット ＴＨＲ［６］

Ｄ５ データ・ビット ＴＨＲ［５］

Ｄ４ データ・ビット ＴＨＲ［４］

Ｄ３ データ・ビット ＴＨＲ［３］

Ｄ２ データ・ビット ＴＨＲ［２］

Ｄ１ データ・ビット ＴＨＲ［１］

Ｄ０ データ・ビット ＴＨＲ［０］

表６－３８ 送信ホールド・レジスタ
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８）スクラッチ・レジスタ（ＳＣＲ）
ＳＣＲレジスタは８ビットのリード／ライト・レジスタでＵＡＲＴに影響を与えません。

一時的なデータの保管場所として使用可能です。

ビット 機 能

Ｄ７ データ・ビット ＳＣＲ［７］

Ｄ６ データ・ビット ＳＣＲ［６］

Ｄ５ データ・ビット ＳＣＲ［５］

Ｄ４ データ・ビット ＳＣＲ［４］

Ｄ３ データ・ビット ＳＣＲ［３］

Ｄ２ データ・ビット ＳＣＲ［２］

Ｄ１ データ・ビット ＳＣＲ［１］

Ｄ０ データ・ビット ＳＣＲ［０］

表６－３９ スクラッチ・レジスタ

９）割り込み設定レジスタ（ＩＩＲ）
ＵＡＲＴはマイクロプロセッサにインタフェースするため割り込み機能を持っています。デ

ータの転送中、ソフトウェア・オーバーヘッドを最小にするために、ＵＡＲＴは以下のように
４つの割り込みに優先順位を付けています。

（1）受信ライン・ステータス （優先順位1）
（2）受信データ・レディ （優先順位2）
（3）送信ホールド・レジスタ・エンプティ （優先順位3）
（4）モデム・ステータス （優先順位4）

１つまたは２つ以上の割り込みが発生すると、その中の最も優先順位の高い割り込みに対応
する値がＩＩＲレジスタにセットされます。ＣＰＵはこのレジスタをリードすることにより、
割り込み要因を知ることができます。ＣＰＵによる割り込み処理が行われるまで他の割り込み
は受付られません。

割り込み設定状態 割り込み要求／開放要因

bit7～3 bit2 bit1 bit0 優先順位 割込フラグ 割込要因 割込リセット要因

0 X X 1 無 無 無 無

0 1 1 0 １ 受信ライン・ OE,PE,FE,BI LSRレジスタ読み出し
ステータス

0 1 0 0 ２ 受信データ有効 受信データ有効 RBRレジスタ読み出し

0 0 1 0 ３ 送信ホールド・ 送信ホールド・ IIRレジスタ読み出し、
レジスタ空 レジスタ空 又はTHRレジスタ書込
(THRE) (THRE)

0 0 0 0 ４ モデム・ CTS,DSR,RI,DCD MSRレジスタ読み出し
ステータス

表６－４０ 割り込み設定レジスタ
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１０）割り込み許可レジスタ（ＩＥＲ）
書き込み専用のレジスタで、ＵＡＲＴの各々の割り込みを許可します。 ＩＥＲ[0]～ＩＥＲ

[3]をリセットすることで、すべての割り込みは禁止されます。１にセットすることで割り込み
は許可されます。割り込みを禁止することで、ＩＩＲレジスタの読み出しが禁止され、内部の
ＵＡＲＴ割り込み信号は０に固定されます。この為ＵＡＲＴによるＣＰＵへの割り込みは発生
しません。
また、他の機能は全て（ＬＳＲレジスタ、ＭＳＲレジスタの設定を含む）通常の状態で動作

します。

値 機 能ビット 項 目

Ｄ７ 固定ビット ０ 常に０固定してください。

Ｄ６ 固定ビット ０ 常に０固定してください。

Ｄ５ 固定ビット ０ 常に０固定してください。

Ｄ４ 固定ビット ０ 常に０固定してください。

Ｄ３ モデム・ステータス ０ 割り込み不許可

割り込みの許可 １ 割り込み許可

Ｄ２ 受信ライン・ステータス ０ 割り込み不許可

割り込みの許可 １ 割り込み許可

Ｄ１ 送信ホールド・レジスタ・ ０ 割り込み不許可

エンプティ割り込みの許可 １ 割り込み許可

Ｄ０ 受信データ・レディ ０ 割り込み不許可

割り込みの許可 １ 割り込み許可

表６－４１ 割り込み許可レジスタ

６－１６．ＵＡＲＴの送信回路
シリアル・データ（ＳＯＵＴ）を出力する送信回路はＴＨＲレジスタ、ＴＳＲレジスタおよび制御

回路で構成されています。ＴＨＲレジスタとＴＳＲレジスタの状態はＬＳＲレジスタのＴＨＲＥ（Ｌ
ＳＲ[5]）ビットとＴＥＭＴ（ＬＳＲ[6]）ビットで表示されます。５～８ビットの送信データはＴＨ
Ｒレジスタに書き込まれ、未使用のビットがある場合、そのビットには０が書き込まれます。
送信回路がアイドル状態の時、ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットとＴＥＭＴ（ＬＳＲ[6]）ビットがと

もに１になります。ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットが１の場合のみ、マイクロプロセッサは書き込み動
作を実行できます。ＴＨＲレジスタに最初のデータが書き込まれると、ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビット
は０にリセットされます。スタート・ビット送信中、データはＴＨＲレジスタからＴＳＲレジスタヘ
自動転送され、ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットは１にセットされます。ＴＳＲレジスタヘ転送されたデ
ータは、スタートビットに続いてＳＯＵＴ端子より出力されます。データを送信中、ＴＥＭＴ（ＬＳ
Ｒ[6]）ビットは０を保持しています。もし送信中に２番目のデータがＴＨＲレジスタに転送された場
合、ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットは０にリセットされます。その後、ＴＳＲレジスタが空になるまで
ＴＨＲレジスタからデータは転送されず、ＴＨＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットはＴＳＲレジスタのデータ送
信が完了するまで０を保持しています。最後のデータがＴＳＲレジスタから外部へ送信されると、Ｔ
ＥＭＴ（ＬＳＲ[6]）ビットは１にセットされます。
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６－１７．ＵＡＲＴの受信回路
非同期のシリアル・データはＳＩＮ端子から入力されます。ＳＩＮ信号のアイドル状態は１です。

スタート・ビット検出回路はアイドル状態からの０への変化を断続的に調べています。ＳＩＮ信号の
変化が検出されるとカウンタはリセットされ、ボーレート×１６クロックを７．５回カウントします
（スタート・ビットの中心になります）。この時ＳＩＮ信号をサンプリングし０のままであれば、ス
タート・ビットとして有効とみなします。これはＳＩＮ入力からのスパイク・ノイズをスタート・ビ
ットとして受信回路が誤って検出しないようにするためです。 ＬＣＲレジスタはデータ長（ＬＣＲ
[0]，ＬＣＲ[1]）、ストップ・ピット数・（ＬＣＲ[2]）、パリティの有無（ＬＣＲ[3]）、強制パリ
ティの有無（ＬＣＲ[4]）を設定します。受信回路のステータス情報はＬＳＲレジスタに示されます。
受信データがＲＳＲレジスタからＲＢＲレジスタヘ転送される際に、ＤＲ（ＬＳＲ[0]）ビットが１に
セットされます。最終的にＲＢＲレジスタの内容（受信データ）はＣＰＵによって読み出されます。
この読み出しによりＬＳＲ[0]ビットはリセットされます。データが格納されているＲＢＲレジスタの
内容を読み出す前に、ＲＳＲレジスタからＲＢＲレジスタヘ次のデータが転送されて元のデータが上
書きされてしまった場合、オーバーラン・エラー・フラグとしてＯＥ（ＬＳＲ[1]）に１がセットされ
ます。パリティ・チェックはストップ・ビットの前で行われ、パリティ・ビットが偶数ビットである
か奇数ビットであるかを判定します。ストップ・ビットが１かどうかを判定する回路があり、ストッ
プ・ビットが０と判定されると、フレーミング・エラーとしてＬＳＲレジスタのＦＥ（ＬＳＲ[3]）ビ
ットに１がセットされます。

６－１８．ＵＡＲＴボーレート発生回路（ＢＲＧ:Baud Rate Generator）
ボーレートはＤＬＬレジスタ、ＤＬＭレジスタおよびＵＡＲＴクロックの周波数によって決定され

ます。 ＤＬＬ="00000001"かつＤＬＭ="0000000"にセットすると分周値１に選択されます。この時、
ＵＡＲＴクロック周波数を１で割った値がボーレートに設定され、最大のボーレートが得られます。
ＢＲＧ回路は1.8432MHz､2.4576MHz､3.072MHzのうちのいずれかのＵＡＲＴクロック周波数を用いた

場合、56～38.4kbpsの標準ボーレートが得ることができます。
なお、本ＬＳＩはＢＡＵＤＯＵＴ端子をサポートしていません。この為に、ＬＳＩ内部でボーレー

トの１６倍のクロックを通信クロックとして使用しています。

６－１９．ＵＡＲＴのリセット動作
電源入力後、ＲＥＳＥＴ入力が０で、送信回路と受信回路の内部クロックカウンタを初期化します。

ＬＳＲレジスタのＴＥＭＴビットとＴＨＲＥビットは１にセットされ、その他のビットは０にリセッ
トされます。また、ＭＣＲレジスタおよびＬＣＲレジスタもクリアされます。これらのレジスタに関
連した出力信号（ＳＯＵＴ、ＤＴＲ、ＲＴＳ）、メモリユニットおよび様々な回路もまたクリアされ
ます。ボーレート選択レジスタ、ＲＢＲレジスタおよびＴＨＲレジスタには、リセット動作による影
響はありません。
リセット解除後、ＵＡＲＴはプログラムされるまでアイドル状態を保持し、ＬＳＲレジスタのＴＨ

ＲＥ（ＬＳＲ[5]）ビットとＴＥＭＴ（ＬＳＲ[6]）ビットは１にセットされます。

６－２０．ＵＡＲＴのプログラミング
ＵＡＲＴは制御レジスタＬＣＲ、ＥＲ、ＤＬＬ、ＤＬＭ、ＭＣＲによってプログラムされます。

制御レジスタはどのような順序でも書き込み可能ですが、割り込みをイネーブルするためのＩＥＲレ
ジスタヘの書き込みは最後に行って下さい。

６－２１．ＵＡＲＴのソフトウエア・リセット
ソフトウエア・リセットにより、システム・リセットをかけなくても、完全に一定の状態に戻すこ

とができます。ＬＣＲレジスタ、ＭＣＲレジスタ、ボーレート選択レジスタにデータを書き込むこと
によってリセットされます。次の動作に無効な受信データやステータス・ビットをクリアするために、
割り込みをイネーブルする前にＲＢＲレジスタおよびＬＳＲレジスタを読み出してください。
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６－２２．バスサイジング機能
本ＬＳＩは、３２ビットのデータバスを有するＡＲＭに対して８ビットおよび１６ビット幅の

ＲＯＭ、ＦＬＡＳＨメモリを単体で使用することができます。これをバスサイジング機能といいます。
ＢＳＩＺＥがＨｉｇｈに設定されている状態で、ＲＯＭ領域にリードが発生すると自動的にＣＰＵ

に対してＷＡＩＴを挿入します。
また、本ＬＳＩは、ＲＯＭのリードサイクル中にＢＳ０、ＢＳ１から、下位のアドレスを、

ＳＣＫからはシフトクロックを出力します。この状態を図６－４１および図６－４２に示します。
設定値とあるのはＲＯＭのアクセスサイクル数でのＷＡＩＴ数の値です。

１）８ビットモード時（Ｂ８／１６：Ｈｉｇｈ）の動作
ＷＡＩＴサイクル：３＋（設定値）×４

MCLK

MREQ

WAIT

BS0,1 3 2 1 0

ROME
ROMRD
RD

SCK
図６－４１ アクセスサイクル数の設定値が１[H]の場合（８ビットモード）

２）１６ビットモード時（Ｂ８／１６：Ｌｏｗ）の動作
ＷＡＩＴサイクル：１＋（設定値）×２

MCLK

MREQ

WAIT

BS0 1 0

ROME
ROMRD
RD

SCK
図６－４２ アクセスサイクル数の設定値が２[H]の場合（１６ビットモード）

(Z1501G97)ZENIC Inc.

www.DataSheet4U.com



- 43 -

ＺＥＮ１５０１Ｆ

３）ＲＯＭ領域に対する書込
ＲＯＭ領域に書込が発生しても、設定値以上のＷＡＩＴは挿入されずに、通常のライト・サイクル

が発生します。
ただし、ＢＳ０、ＢＳ１からはアドレスレジスタ（ＡＤＲＲ）で設定した値が出力されます。

この動作を図６－４３に示します。

MCLK

MREQ

WAIT

BS0,1 WA0,1

ROME

WR

図６－４３ アクセスサイクル数の設定値が２[H]の場合

ＡＤＲＲのフォーマットを図６－４４と表６－４２に示します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ WA1 WA0 ＡＤＲＲ
(下位ｱﾄﾞﾚｽ:78)

図６－４４ ＡＤＲＲビット割当

データ 設定値 出力端子 出力値

ＷＡ１ ０ ＢＳ１ ０

１ 〃 １

ＷＡ０ ０ ＢＳ０ ０

１ 〃 １

表６－４２ BSIZE=High時のＲＯＭ領域に対する書込動作(BS0,BS1)
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７．電気的特性

１）絶対最大定格

記号 項 目 条 件 最小 標準 最大 単位

V 電源電圧 GND端子に対して -0.3 6.0 VCC

V 入力電圧 GND端子に対して -0.3 V +0.3 VIN CC

V 出力電圧 GND端子に対して -0.3 V +0.3 VOUT CC

T 動作温度範囲 -10 +70 ℃opr

T -55 +150 ℃stg 保存温度範囲

２）動作条件

記号 項 目 条 件 最小 標準 最大 単位

V 動作電圧 GND端子に対して 4.75 5.0 5.25 VCC

T 動作温度範囲 -10 +70 ℃opr

３）ＤＣ特性
(T =-10～+70℃、Vcc=5V±5%、GND=0V)opr

記号 項 目 条 件 最小 標準 最大 単位 適用

V Ｌレベル入力電圧 0 0.8 VIL

１
V Ｈレベル入力電圧 2.0 V VIH CC

V Ｌレベル出力電圧 I = 4.0mA 0.4 VOL OL

２
V Ｈレベル出力電圧 I = -2.0mA 4.0 VOH OH

|I | Ｌレベル入力電流 V = GND 1.0 AIL IN μ
１

|I | Ｈレベル入力電流 V = V 1.0 AIH IN CC μ

適用１：入力端子及び入出力端子の入力モード時に適用。
適用２：出力端子及び入出力端子の出力モード時に適用。

４）消費電流
(T =25℃、Vcc=5.25V、GND=0V)a

記号 項 目 条 件 最小 標準 最大 単位 適用

I 静止電源電流 V = GND or V 30.0 ACCS IN CC μ

I 動作電源電流１ V = GND or V 150.0 mA １CCO１ IN CC

f1=20MHz(MCLK)出力開放

I 動作電源電流２ V = GND or V 10.0 mA ２CCO２ IN CC

f2=3MHz(TRCK)出力開放

適用１：ＵＡＲＴ以外のロジック部分に適用。
適用２：ＵＡＲＴのロジック部分に適用。

動作電源電流値は、動作周波数に対して比例します。
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５）ＡＣ特性
(Ta=-10～+70℃、Vcc=5V±5%、GND=0V、出力負荷容量=20pF)

番号 記号 項 目 最小 標準 最大 単位

1 tΦCY MCLKサイクル時間 50 ns

2 tΦH MCLKパルス幅（High) 25 ns

3 tΦL MCLKパルス幅(Low) 25 ns

4 tMRQS MCLK↓に対するMREQのセットアップ時間 8 ns

5 tMRQH MCLK↓に対するMREQのホールド時間 4 ns

6 tADRS MCLK↑に対するアドレスのセットアップ時間 20 ns

7 tADRH MCLK↑に対するアドレスのホールド時間 4 ns

8 tDS MCLK↓に対する入力データのセットアップ時間 8 ns

9 tDH MCLK↓に対する入力データのホールド時間 4 ns

10 tDD1 MCLK↓からの出力データ確定時間１(*1) 5 24 ns

11 tDD2 MCLK↓からの出力データ確定時間２(*2) 25 45 ns

12 tDDZ MCLK↓からの出力データ ハイ・インピーダンス時間 10 55 ns

13 tWT MCLK↓からのWAIT出力時間 5 22 ns

14 tITS MCLK↓に対するINT7-0､NMIのセットアップ時間 25 ns

15 tITH MCLK↓に対するINT7-0､NMIのホールド時間 25 ns

16 tITD MCLK↓からのIRQ､FIQ出力遅延時間 50 ns

17 tABH MCLK↑からのABORT出力遅延時間 5 21 ns

18 tABL MCLK↓からのABORT出力遅延時間 5 21 ns

19 tAKS MCLK↓に対するACKのセットアップ時間 25 ns

20 tAKH MCLK↓に対するACKのホールド時間 25 ns

21 tLAD MCLK↓からのLA23-2出力遅延時間 5 24 ns

22 tBSD1 MCLK↑からのBS3-0出力遅延時間 4 19 ns

23 tROMD MCLK↓からのROME､ROMRD､RD出力遅延時間 4 21 ns

24 tWRD MCLK↑からのWR､STB出力遅延時間(*3) 4 22 ns

25 tBSD2 MCLK↓からのBS1-0出力遅延時間(*4) 5 23 ns

26 tSKL MCLK↑からのSCK出力遅延時間 4 19 ns

27 tSKH MCLK↓からのSCK出力遅延時間 4 18 ns

28 tSBD SCK↑からのBS1-0出力ホールド時間 1 ns

29 tMPD MCLK↓からのMAP3-0出力遅延時間 4 19 ns

30 tMLD MAP3-0↑に対するLA23-2出力ホールド時間 0 ns

31 tRWD MCLK↑からのR/W出力遅延時間 4 19 ns

32 tRDL MCLK↑からのRD､STB出力遅延時間(*5) 4 20 ns
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番号 記号 項 目 最小 標準 最大 単位

33 tRDH MCLK↓からのRD､STB出力遅延時間 4 19 ns

34 tRMD RD↑に対するMAP3-0出力ホールド時間 0 ns

35 tSTL MCLK↑からのSTB出力遅延時間 4 19 ns

36 tSTH MCLK↓からのSTB出力遅延時間 4 20 ns

37 tRAD MCLK↑からのRA11-0出力遅延時間 4 18 ns

38 tWD MCLK↑からのW出力遅延時間 4 18 ns

39 tRSR MCLK↓からのRAS3-0出力遅延時間(*6) 4 22 ns

40 tRCS CAS3-0↓に対するRA11-0のセットアップ時間(*6) 0 ns

41 tCSR MCLK↑からのCAS3-0出力遅延時間(*6) 5 22 ns

42 tCSF MCLK↓からのCAS3-0出力遅延時間(*6) 4 22 ns

43 tRRSR MCLK↑からのRAS3-0出力遅延時間(*7) 4 17 ns

44 tRRSF MCLK↓からのRAS3-0出力遅延時間(*7) 4 22 ns

45 tRCSF MCLK↓からのCAS3-0出力遅延時間(*7) 4 20 ns

46 tTCKL TRCKパルス幅（Low) 150 ns

47 tTCKH TRCKパルス幅（High) 150 ns

48 tVDO MCLK↓からのRTS,DTR出力遅延時間(*8) 9Φ
+500 ns

49 tRDGD MCLK↓からのRDG出力遅延時間 50 ns

50 tTDG1 MCLK↑からのTCK出力遅延時間 50 ns

51 tTDG2 MCLK↓からのTCK出力遅延時間 50 ns

52 tIFD1 INMIO↓からのFIQ出力遅延時間 50 ns

53 tIFD2 INMIO↑からのFIQ出力遅延時間 50 ns

(*1)：ハイ・インピーダンス状態からのデータ確定に適用。
(*2)：ＨｉｇｈまたはＬｏｗからのデータ確定に適用。
(*3)：ライト時に適用。
(*4)：バスサイジング・モード時に適用。
(*5)：リード時に適用。
(*6)：ＤＲＡＭのリード・ライト動作時に適用。
(*7)：ＤＲＡＭのリフレッシュ動作時に適用。
(*8)：Φは、MCLKの１サイクル（tΦCY）を示します。

単位nsは、Φの付いていない数字に適用。
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６）タイミング・ダイアグラム
・クロック タイミング

1

MCLK

2 3

・ＣＰＵ Ｉ／Ｆ タイミング

MCLK

MREQ

4 5
ADR31-0
B/W
R/W

6 7

D15-0
IN（＊１）

8 9

D15-0
OUT（＊１）

10 11 12

WAIT
13

（＊１）ＺＥＮ１５０１Ｆに対するタイミング規定です。

・割り込みタイミング

MCLK

INT7-0
NMI

14 15

MCLK

IRQ
FIQ

16
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・ＡＢＯＲＴタイミング

MCLK

WAIT

13 13

ABORT

17 18
ＡＢＯＲＴ出力時は、毎回１クロックのＷＡＩＴが出力されます。

・ハンドシェーク タイミング

MCLK

MAP3-0

29 29

WAIT

13 13

ACK

19 20
・ＲＯＭアクセス（ノーマル モード）

MCLK

LA23-2

21
BS3-0

22
ROME
ROMRD
RD

23 23

WR

24 24
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・ＲＯＭアクセス タイミング（バス・サイジング モード）
①リードタイミング

MCLK

BS1-0

25 25
ROME
ROMRD
RD

23 23

SCK

26 27 28

②ライトタイミング

MCLK

BS1-0

25 25

ROME

23 23

WR
STB

24 24
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・ＭＡＰアクセス

MCLK

LA23-2

21 21

BS3-0

22 22

MAP3-0

29 29 30

R/W

31 31

RD

32 33 34

STB

35 36

WR
STB

24 24

WAIT

13 13
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・ＤＲＡＭアクセス タイミング
①リード・ライト タイミング

MCLK

RA11-0

37 37 37

W

38 38

RAS3-0

39 40 39

CAS3-0

41 42 42

②リフレッシュ タイミング

MCLK

W

38 38

RAS3-0

43 44 44

CAS3-0

45 45
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・ＵＡＲＴモデム・クロック・タイミング

TRCK

46 47

・ＵＡＲＴモデム・コントロール・タイミング

MCLK

MREQ

4 5

R/W

RTS,DTR

48

・ＲＯＭインサーキットデバッガ用信号
（ＩＣＥＭＯＤＥ＝Ｌｏｗ）

MREQ

WAIT

MCLK

RDG

49 49

TCK

50 51 50 51

MCLK

INMII

52 52

INMIO

FIQ

53 53
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８．外形寸法図

適合ソケット
会社名：山一電機株式会社
名称 ：ＩＣ５１－１７６４－１５０６－８

(Z1501G97)ZENIC Inc.
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９．アプリケーションノート
９－１．応用接続例

ＡＲＭ６１０
ＡＲＭ７１０ａ ＺＥＮ１５０１Ｆ

A0-31 A0-31 RA0-11
R/W R/W RAS0-3 ＤＲＡＭ
B/W B/W CAS0-3

W
D0-31 D0-16

MREQ MREQ
WAIT WAIT LA2-23

ROME ＲＯＭ
ABORT ABORT RD
IRQ IRQ
FIQ FIQ

RESET RESO
ＲＡＭ

MCLK MCLK MAP0-3
WR Ｉ／Ｏ

CLK

RESET RESET

９－２．ＺＥＮ１５０１Ｆを使用する際の注意点

１）タイミングについて
製造メーカーにより、ＡＲＭ６１０およびＡＲＭ７１０ａにおける各信号線のタイミングが
異なっています。ＺＥＮ１５０１Ｆとのタイミングを考慮して回路設計をして下さい。

２）外部回路について
基本的に外部回路なしでＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏを接続できるように設計されていますが、
使用されるＩＣのタイミングによっては、外部回路が必要な場合があります。

３）アクセスについて
ＺＥＮ１５０１Ｆに対するアクセスは、ワードアクセス（３２ビット）で、キャッシュを
ディスエーブルにして行って下さい。
また、ＣＰＵのプログラム空間とデータ空間を３２ビット空間に設定してからＺＥＮ１５０１Ｆに
アクセスして下さい。
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４）内蔵ＵＡＲＴについて
ＵＡＲＴ（８２Ｃ５０相当）のＩＮＴＥＲＲＵＰＴ信号は、許可されている割り込み要因の１つが
発生するとＨｉｇｈになり、発生している割り込み要因の全てを処理するとＬｏｗになります。
設計の都合上、ＺＥＮ１５０１Ｆに内蔵されているＵＡＲＴの割り込みは、内部でＵＡＲＴの
ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ信号の立ち上がりを検出して、発生しています。
この為に、内蔵ＵＡＲＴの割り込みが発生すると、許可されている割り込み要因の全てを処理しな
い限り、再度割り込みが発生しないことになります。
そこで、ＵＡＲＴの割り込みについては、次のように処理を行うよう推奨します。
①ＵＡＲＴの割り込みであることを確認します。
ISTS(FFFF0068)のＤ９がＨｉｇｈであることを確認する。

②ＵＡＲＴの割り込みをリセットします。
IRST(FFFF006C)に0x200をライトする。

③割り込みステータスレジスタを読み出して、発生している割り込み要因を処理します。
IIR(FFFF0088)のＤ0がＨｉｇｈになるまで割り込み処理を続ける。

④再度、割り込み要因がなくなったことを確認します。
IIR(FFFF0088)のＤ０がＨｉｇｈであることを確認する。
もしＤ０がＬｏｗの場合は、ＵＡＲＴの割り込み要因が発生したことを意味しますので、
③に戻り処理を続けて下さい。

⑤ＵＡＲＴの割り込み処理を終了します。

９－３．適合ＤＲＡＭ素子例

容量 構成 ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ 個/ﾊﾞﾝｸ MB/ﾊﾞﾝｸ メモリ型名 仕 様

4M 4M * 1bit 1024/16mS 32 16 TMS44100 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM514100 (日立)
TC514100 (東芝)
MB814100 (富士通)
MSM514100 (沖)

4M 1M * 4bit 1024/16mS 8 4 TMS44400 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM514400 (日立)
TC514400 (東芝)
MB814400 (富士通)
MSM514400 (沖)

4M 512k * 8bit 1024/16mS 4 2 TMS44800 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM514800 (日立)
TC514800 (東芝)
MB814800 (富士通)
MSM514800 (沖)

4M 256k * 16bit 512/ 8mS 2 1 TMS44160 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM514260 (日立) 2CAS 1WE
TC514260 (東芝)

16M 16M * 1bit 4096/64mS 32 64 TMS416100 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM5116100 (日立)
TC5116100 (東芝)

16M 4M * 4bit 2048/32mS 8 16 TMS417400 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM5117400 (日立) 2kﾘﾌﾚｯｼｭ
TC5117400 (東芝)

16M 2M * 8bit 2048/32mS 4 8 TMS417800 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
HM5117800 (日立) 2kﾘﾌﾚｯｼｭ
TC5117800 (東芝)

16M 1M * 16bit 1024/16mS 2 4 TMS418160 (TI) ﾌｧｰｽﾄﾍﾟｰｼﾞ
TC5118160 (東芝) 1kﾘﾌﾚｯｼｭ

2CAS 1WE
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ご 注 意

１）本製品および本資料は の著作物です。したがって、本資料の株式会社ジーニック
全部または一部を無断で複製、転載することはご遠慮下さい。

２）本製品及び本資料の内容は性能向上のために、予告なく変更する場合があります。
御使用に際しては、最新の資料を御請求願います。

３）本資料に記載されております内容は工業所有権その他の権利の実施に対する保証
または実施権の許諾を行うものではありません。

４）本資料に記載されております応用回路例は基本的な使用方法を示したものであり、
回路の動作を保証するものではありません。

５）本製品の具体的な運用の結果、他への影響については、責任を負いかねますので
御了承下さい。

６）本製品は一般的な電子機器（電算機、計測機器、産業用ロボット、位置決め装置
など）に使用されることを意図しています。したがって、人命に直接関わる輸送機
器、医療機器、宇宙、原子力関係機器などには使用しないで下さい。

ジーニック株式会社

URL http://www.zenic.co.jp/ E-mail:support@zenic.co.jp
大津市大萱１丁目17-14 松政ビル6F 〒520-2144 tel 077-543-2101 fax 077-543-9431
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